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データベース構築促進及び技術開発に関する報告書

其 日キ ー ワ ー ド変 換 機 能 を も つ

デー タ ベ ース検 索 シス テ ム の 開発

平 成6年3月
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データベースは、わが国の情報化 の進化上、重要な役割を果たす ものと期待 されている。今後、デー

タベースの普及 により、わが国 において健全な高度情報化社会 の形成が期待 される。さらに海外 に対

して提供可能 なデータベースの整備 は、国際的な情報化への貢献および自由な情報流通の確保 の観点

か らも必要 である。 しか しなが ら、現在わが国で流通 しているデータベースの中でわが国独 自の もの

は1/3に すぎないのが現状であ り、わが国独 自のデータベースの構築およびデータベース関連技術

の研究開発 を協力 に促進 し、データベースの拡充を図る必要がある。

このよ うな要請 に応え るため、㈱ デー タベース振興 センターで は日本 自転車振興会か ら機械工業 振

興資金 の交付を受 けて、デー タベースの構築および技術開発 について民 間企業、団体等に対 して委託

事業を実施 している。委託事業の内容は、社会的、経済的、国際的に重要 で、また地域および産業 の

発展に寄与す ると考 え られているデータベースの構築 とデータベース作成 の効率化、流通 の促進、利

用の円滑化 ・容易化 などに関係 した ソフ トウェア技術 ・ハー ドウェア技術 である。

本事業の推進に当たって、当財団 に学識経験者 の方々で構成 されるデータベース構築 ・技術開発 促

進委員会(委 員長 山梨学院大学教授 蓼沼良一氏)を 設置 している。

この 「英 日キーワー ド変換機能 を もっ データベース検索 システムの開発」は平成5年 度のデータベー

スの構築促進および技術開発促進事業 と して、当財団がカテナ株式会社 に対 して委託実施 した課題 の

一つである
。 この成果が、データベースに興味をお持ちの方々や諸分野の皆様方のお役 にたてば幸 い

である。

なお、平成5年 度データベースの構築促進 および技術開発促進事業 で実施 した課題 は次の表の とお

りである。

平 成6年3月
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平成5年 度 データベース構築 ・技術開発促進委託課題一覧

分 野 課 題 名 委 託 先

1CD-ROMに よ るテ レビ視聴率 デー タベー スの構築 ㈱ ビ デ オ ・ リサ ー チ

2輸 入畜肉貨物の規格 ・重量等の検証用データベースの構築 五十嵐冷蔵㈱

3知 的資源型データベースの調査研究 ㈱ ジ ャ パ ン コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン ズ

イ ン ス テ ィ テ ユ ー ト

社 会 4ビ ジネス雑誌記事データベースの共同構築 とその利用に関 経済文献研究会

する調査研究

5新 しい電子情報サービスに関する調査研究 ㈱ 日本経済新聞社/㈱ 日経データ社

6研 修 用教材 データベー スの プ ロ トタイプ作成 ㈱大阪科学技術センター

7'マ イ クロマ シ ン技術情報 デ ー タベースの構築調査 ㈱ マ イ ク ロ マ シ ン セ ン タ ー

8異 分野 研究の ための知 的オ リエ ンテーシ ョン ・デー タベ ー ㈱けいはんな

スシステ ムの構築

9関 西広域 デー タベースセ ンター設立 のための調査研究 関西 データベース協議会

中小企業振興 10地 域 活性化の ための産 ・学 交流支援 データベースの プロ ト 東 北 イ ン テ リ ジ ェ ン ト ・コ ス モ ス

地域活 性化 タイプ作成 学術機構

11中 小企業技術情報データベースの構築 ㈱ オ ー ネ ッ ト

12地 域情報を対象にした分散協調型データベースシステムの ㈱ エマーズ

開発

13電 子デバイス情報の海外提供サービスに関する調査 電子デバイス情報サービス㈱

14英 田キー ワー ド変換機能 を もっ データベ ース検索 シズテム カテナ㈱

海 外 の開発

15CD-ROMに よる5カ 国対訳特許用語辞典及び関連諸制度 丸善㈱
一覧の構築

16人 体形状画像データ合成のための技術開発 ㈹人間生活工学研究センター

170CRを 利用 したキーワー ド自動抽出に関する調査研究 ㈱ エ レ ク トロ ニ ッ ク ・ ラ イ ブ ラ リー

18既 存 画像 デー タの フォーマ ッ ト変換 システムのプ ロ トタイ ㈱ ジ ー ・サ ー チ

プ作成

技 術
19安 全 研究 にお ける多重 シソー ラス ・システム構築 のための ㈱紀伊國屋書店

基本安全用語データベースの開発

20デ ー タベ ース検索 サポー トシステムのプロ トタイ プ作成 セントラル開発㈱情報図書館

RUKIT

21グ ル ープワーク支援 のための分散型 トラ ンザ クション管理 ㈱新世代 システムセ ンター

方式の調査研究
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1.概 要

1.1目 的

現在、わが国 は、経済力を背景 に、多 くの分野においての国際協力が叫ばれている。そのため、多

くの国々との平和的、文化的な交流が不可欠であり、正確で速やかな情報 の交換が必要 となっている。

国際間での情報伝達手段 は、過去 において も、電信、電話、衛星通信、等 の様々な手段が利用 されて

きた。

本課題で着 目する 「オ ンライン ・データベース ・サー ビス」 も情報伝達手段 の一 つであ り、つ ぎの

ような利点か ら、現在、拡大傾向にある産業 といえ るだ ろう。

① 学術、医療、 ビジネス、等 の多 くの分野 の情報をユーザが検索 しやすいように体系的に保管 し

ている。

② ユーザの検索 しやすいよ うな機能体系 を整備 して いる。

③ 知的所有権等の無形資産の価値が評価 される時代 になって きて いる。

しか し、反面 、 い ろい ろな、問 題点 もあ が って きてい る。 国内 だ けの 問題点 と して は、

① コマ ン ドが不統 一 で あ る。

② 統 一 シ ソー ラスが無 い。

③ 自然言 語 を検索 言 語 に して欲 しい。

④ 検 索手 順 が煩 わ しい。

⑤ オ ンライ ン ・デー タベ ー ス ・サ ー ビス産 業 の規模 が小 さい。

があ り、他 国 か らのデ ー タベ ー スの利 用 とな る と、国 内的 な問題 にま して、 っ ぎの よ うな問題 が あ げ

られ る。

① 使用言語が違 うため使 いに くい。

② 国産 データベースのシ ソーラスの分類方法が海外 ユーザの利用法 と整合 しない。

③ 海外 の端末 は、 日本語対応 の ものが少 ない。

以上 の よ うに、海外 か らわ が国 の デー タベ ー スを利 用 す る場 合 、問題 点 が 多 く、わ が国 の オ ン ライ

ン ・デ ー タベー ス ・サ ー ビス産 業 を育 成 す る上 での阻害 要 因 とな って い る。

そ こで、本 課題 で は、某 日キ ー ワー ド変 換機 能 を持 った デー タベ ー ス検 索 シス テム を海 外製 のパ ー

ソナル ・コ ン ピュ ー タ上 で作成 し、国外 のユ ーザ の評 価 を受 ける こ とを 目的 と して い る。

そ して 国外 の評価 が、 わ が国 の オ ンライ ン ・デー タベ ース ・サ ー ビス産業 を普 及 ・育成 す る上 での、
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問題提起 となることが期待で きる。

1.2英 日シソ ーラ スの考 え方

本 課題 で は、既 存 の某 日 シ ソー ラスを使 用 す る。 その シソー ラスの つ ぎの方針 で作 成 されて い る。

① 日本語 の シソー ラス(日 経 シ ソー ラスの ビジネス分 野)か ら作 成 されて いる。

・ 語 の意 味 は シ ソー ラス内 での語 の意 味 を分 析 して定 めて い る
。

② 英 語 デ ィスク リプ タ と して適切 な用語 を選 択 して い る。

・ 原則 と して 実際使 用 して い る語 で あ る こ と。

・ 既存 の英 語 シ ソー ラス中 のデ ィス ク リプ タを優 先 す る。

・ 英 国式綴 り、複 数形 とす る。

③ 日本語 デ ィス ク リプ タと英 語 デ ィス ク リプ タを1対1で 対 応 させ て い る。

・ 英語 デ ィス ク リプ タと同義語 全 体 で重複 を さけ る。

このよ うな方針 で、

① アル フ ァベ ッ ト順 リス ト

② 階 層構 造 リス ト

③KWICリ ス ト

の3っ の構造が用意 されている。そ して、それぞれ構造毎 に用途が想定 されている。

(1)ア ル フ ァベ ッ ト順 リス ト

シ ソー ラスの基本 構造 で見 出 し語 を キー に アル フ ァベ ッ ト順 に ソー トして あ る。 見 出 し語 に は検 索

に使用 で きる優 先語(preferredterms)と 、 優先語 の同義 語 や類義 語 で検 索 に は使 用 で き な い非 優

先語(non-preferredterms)と が あ る。

見 出 し語 が優 先語 か非 優先 語 か によ って、 中 にあ る項 目の種類 が 違 って くる。

① 見 出 し語 が優 先語 の と きの項 目

・ 見 出 し語

・ ス コー プ ノー ト 利 用法 や注釈

・UF(UseFor)同 義 語 、類 義 語 にな って い る非 優先語

・NT下 位語

・BT上 位語
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・RT関 連語

② 見出 し語が非優先語 のときの項 目

・ 見出 し語

・USE検 索 に使用すべ き優先語

(2)階 層構造

用語間の階層関係 を表現 した リス トで、優先語だけを対象 と して いる。階層 はっ ぎのよ うに表現 さ

れ る。

A

・A1

・ ・A11

・ ・A12

・A2

・ ・A21

B

・B1

「・」 は、階層 の深 度 を示 して い る。 「・」 が多

けれ ば多 い ほ ど下 位 概念 の用語 で よ り特定 的 な表 現

をす る。 階層 を図示 す る と図1-1の よ うにな る。

な お、同一 階層 の順番 は、 アル ファベ ッ ト順 にな っ

て い る。

図1-1階 層構 造

(3)KWICリ ス ト

1つ の単語か ら、その単語 を構成要素 に しているすべての用語を引 くための リス トであ る。

優先語 は、大文字 で表現 され、非優先語 は小文字で表現 されている。構成要素の単語 は、 アル ファ

ベ ット順 に用語 と一緒に並んでいる。

1.3プ ロ トタイ プ ・シス テムの 機能 範囲

本 プ ロ トタイプ ・シス テ ム は、海 外 か ら国 産 デー タベ ースを利 用 す るにあた って機能 を限定 した、

パ イ ロ ッ ト ・シス テ ムの立場 を と る。開 発 にあ た って、 っ ぎの3点 を前提 とす る。

① 国産 デ ー タベ ー ス ・デ ィス トリビュータは、現状 の ま ま利 用 し、開発 は、端 末 の操 作性 の 向 上
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を 目指す。

② 海外ユーザの使用言語 の対象を英語 に限定する。

③ 検索対象の国産データベースは、新 聞記事情報(テ キス トデータ)の みを扱 ったものにす る。

従 って、開発 する部分 は端末側 のみで、端末 に用意す る機能 と内容 は、つぎの とお りである。

(1)入 出力制御機能

本 プロ トタイプ ・システム操作全般を制御す る。メニュー、 ウィンドウ、 ダイアログボックスなど

の主 にWindows廻 りの制御 をする。

本 プロ トタイプ ・システムでは、デー タベースを検索す るときに自然語 の検索質問文入力を許 す関

係上、入力 した検索質問文か ら検索 キー ワー ドとして使用で きる用語を切 り出す機能が必要 となる。

本機能 は、検索質問文中に含 まれている優先語及 び非優先語 を抽出する。

② 検 索 キー ワー ド作成 機能 体系

デー タベー スを検索 す る際 に使 用 す る、検 索 キ ー ワー ドを作 成 す るため の ツ ール群 でっ ぎの ものが

あ る。

① 追加

② 修正

③ 削除

④ 全削除

⑤ アルファベット検索

⑥ 階層検索

⑦ 単語検索

⑧ 関連語検索

⑨ 詳細表示

⑩ 日本語表示

(3)二 次検索支援機能

本機能 は、検索 キーワー ドのみの検索(一 次検索)を 行 った結果 として得 た文献集合 に別の検索条

件を与え ることによって該 当件数 を減 らしてい く操作の過程 を容易 にす るための ものである。

この操作 には、理論演算で行 うものと検索条件 を与 えるもの とがある。

① 論理演算での操作
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一次検索を行 った結果 として得 られた複数 の文献集合 に対 して、集合演算 を行 い新 たな文献集合 を

得 るための コマ ン ドを作成する。

② 条件入力 による操作

一次検索を行 った結果 と して得 られた文献集合 の一つに対 して
、別 の検索条件 を入力 して絞 り込

みを行 うための コマ ンドを作成する。

`(4)検 索 コマ ン ド生成機能

既に入力された一次検索(主 にキーワー ド検索)と 二次検索(論 理演算、絞 り込み検索等)の 条件

を会話 しているデータベースの コマ ン ドに変換す る。

(5)通 信制御機青白

生成 された検索 コマ ンドを会話 しているデー タベースに送信す るとともに応答 を受信 フ ァイルに格

納す る。送受信 の手順 は無手順 で、送信条件(送 信速度や漢字 の対応等)は あ らか じめ設定 した もの

で行 う。

(6)回 答 データ編集機能

受信 したデータベースの応答 データを解読可能 な形式 に変換す る。

1.4稼 働環 境

本課 題 で作 成 す るプ ロ トタ イプ ・システ ムは、国 外 の デー タベ ー ス ・ユ ーザ を対象 と した端末 ソ フ

トウェアで あ る関係 上 、国 際標準 のハ ー ドウェ ア と基本OSの 構 成 で あ る ことが望 ま しい。

現 在、世 界 の パ ー ソナ ル ・コ ンピュー タを大別 す る とマ ッキ ン トッ シ ュ系 とDOS/V計 の二 系 統

が あ る。今 回 は、採 用 して い るメ ー カーの多 いDOS/V系 の マ シ ンを採 用 す る。

基 本OSは 、DOS/VとMS-WINDOWSと の組 み合 わせ に して、 オ ー プ ン化 を 目指 した稼働 環 境

にす る。
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2.関 連 シス テム の動 向

国外 のデ ー タベ ー スの利 用 を考 え る とき、二 つ の点 に留意 しな けれ ばな らな い、一 つ は、 簡単 に検

索 す る ことが で き る こ と、 も う一 つ は、言 語 の違 い につ いて の サ ポー トが で き る ことで あ る。 簡 単 に

検 索 す る ことがで き るとい う意 味 で は、各 デ ィス トリビュー タが独 自の開 発 を行 い、色 々な形 態 が あ

る。言 語 の違 いにつ いての サ ポ ー トは、 ホス ト ・コ ン ピュー タ側 で某 日翻訳機 能 を もつ ものが あ るが、

検索 す る前 にキ ー ワー ドを変換 す る機 能 を もっ もの はな い。 現在 、 ホ ス ト側 、端 末 機側 、 そ の他 の ソ

フ トウェ アで、 国外 の デ ー タベ ースを検 索 す る と きに有効 だ と思 われ る もの の動 向 につ いて 、次 に述

べ る。

2.1デ ィス トリ ビュー タが 用意 して いる システ ム

デー タベ ースの多 くを み る と、操 作形 態 が徐 々に変 化 して きて い る。 会話型 の メニ ューや メ ニ ュ ー

形式 を もっ端末 通信 ソフ トウ ェアが 出て きた こ とは、確 か に過 去 よ り も使 いやす くな って い る と言 え

よ う。

わ が国 の デー タベ ー スの サ ー ビスが開始 され た の は、一 番 古 い もので も昭和50年 代 の前半 で あ る。

当時 は、バ ッチ処 理 が主 体 で オ ンライ ン処理 は、発展 途 上 の時 代 だ った。 この よ うな、 コ ン ピュ ー タ

事情 の中 で、構 築 され た デー タベ ー ス は、学 術情 報、 法令 情報 、特 許情 報等 の文 献 デー タが デ ー タ ・

ソースの主体 とな った。 また、 デ ー タベー ス に は、文 献 や概要 や抄録 のみが格納 されて い る リ フ ァ レ

ンス ・デ ー タベ ー スが ほ とん どで、文献 の全 体 を格 納 して い る フ ァク ト ・デー タベ ースは稀 であ った。

現 在 サ ー ビス され て い るデ ー タベ ース の大 部 分 は、従 来方 式 の拡 張形 で あ り、検 索 の仕 組 み や、 デ ー

タの格 納形 態 は、 ほ とん ど変 わ りが な い。 どの よ うに進 歩 して きたか と言 うと、 デ ー タ件 数 が ふ え て

きたの は当然 の こと と して、統 制語 キ ー ワー ドの辞 書 で あ る シソー ラスの整備 が あ る。 シソー ラスは、

統 制語 キ ー ワー ドを分 野別 に階層 的 に分 類 した もので あ る。 これ に対 す る用語 の追 加 、新 たな分 野 の

追加 、再 編成 等 の整 備 が行 わ れて い る。他 に は、 デー タを蓄 積 す ると きに付与 す るキ ー ワー ドを始 め

とす る検索 項 目の量 が多 くな って きた ことが挙 げ られ る。 デ ー タに付 与 す るキ ー ワー ドは、 シ ソー ラ

ス に掲 載 され て い る統 制語 キ ー ワー ドだ けで な く自由に付与 す る 自然語 キー ワー ド(フ リー ター ム)

が あ り、 この数 が多 けれ ば多 い ほ ど、 ユ ーザが デ ー タを検 索 す る と きの ヒ ッ ト率 が高 ま る。

デ ー タベ ー スの高度 化 には、前 に述 べ た よ うに デー タの メイ ンテ ナ ンスと シ ソー ラス の メイ ンテ ナ

ンスに よ りデ ー タベー ス 自体 を成 長 させ る アプ ロー チだ けで な くデ ー タ検索 の便 宜 を図 るため に操作

方 法 を変 更 す るア プ ロー チが あ る。

操作 方 法 の変 更 の根 幹 にあ る もの は、 「コマ ン ドか らメ ニ ューへ」 とい う動 きに あ る。 デ ー タ検索

に熟達 したユ ーザ は、下 手 な メニ ュー よ り もコマ ン ドの方 が使 いやす い と言 うが、多 くの ユ ーザ は、

コマ ン ド入力 を嫌 が る。

コマ ン ド入 力 で操作 す るた め に は、 デ ー タ検索 の知識 が必 要 で あ り、次 に示 す 文献 集 合 の場 合 の検

索 の一例 の よ うに、 自分 の検 索 した結果 が どの よ うな状 態 にあ るか を常 に認 識 して い る必 要 が あ る。
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START

1
ユ ー ザID、 パ ス ワ ー ドを 入 力 す る。

検索対象媒体を選択する。

一次 検索

キ ー ワ ー ドま た は検 索 項 目 を 入 力 す る。

1

検 索集 合 を作成 す る。

複 数 の検索 集 合 が作 成 されて い る。

1

次頁

図2-1検 索手続きの流れ(1/3)
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前頁

検索集合の一本化

複数 の検 索集 合 に対 す るAND、OR、NOTの よ うな論 理 演算 を行 う。

一件 の検 索対 象 の検 索集 合 が作 成 されて い る
。

次検索
1

検 索項 目を入力 す る。

1

新たな検索対象の検索集合を作成する。

最 終 的 な検索 集合 が作 成 されて い る。

頁次

的/口れ流のき続手索検

一　一

1一　図



前頁

表示 、 印刷 な どの 出力処理

最 終 的 な検索 集 合 内 の タイ トルの一覧 を表示 す る。

表示または印刷 したい文献のタイ トルを選択する。

選択 した文献を表示 または印刷する。

ロ グ ア ウ ト

END

図2-1検 索手続きの流れ(3/3)

検 索 処理 の過 程 は、以 上 の よ うな形 態 が一 般 的 であ る。従来 の デ ー タベ ース ・サ ー ビスは、 この 処

理過 程 の全 て が コマ ン ド入 力 で あ った。 現在 は、 メニ ュー選 択方 式 が採 用 されて いて、過 去 に コ マ ン

ド入 力 で あ った デ ー タベー スに関 して は、 コマ ン ド入力 方式 に切 り替 え る こと もで き、熟達 した デ ー

タベ ー ス ・ユー ザ は、 この方 法 が使 いやす い。

採 用 されて い る メニ ュー選択 方 式 に は、 ホス ト ・コ ン ピュー タ側 で制 御 す る方 式 と端末 側で制 御 す

る方 式 が あ る。
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(1)ホ ス ト ・コ ンピュー タ側 で制 御 す る方式

ユ ーザ が端 末機 か らコマ ン ドを入 力 す る と、 そ の回答 が画面 に表 示 され た り、 プ リンタに出力 され

た りす る。 この操作 の繰 り返 しが デ ー タ検 索 で あ る。

この方 式 は、 ユ ーザが端末 機 を介 して ホ ス ト・コ ンピュー タ と直接 会話 す る とい う点 にお いて、 コ

マ ン ド入 力方 式 と同 じで はあ るが、 コマ ン ド入 力 は、 ユ ーザ の主体 性 にお け る操作 であ り、 メ ニ ュ ー

選 択方 式 は、 ホ ス ト・コ ン ピュー タがユ ー ザを誘導 して い く操 作 であ る。 例 え ば、新 聞記 事 を 検 索 す

る場 合 は、次 の よ うにな る。

① 検索対象媒体の選択

ア.コ マ ンド入力の場合

>>MEDIA=A .P

※ 「>>」 は、 コマ ン ド入 力 プ ロ ンプ ト

図2-2検 索対象媒体 の選択 コマ ン ド入力方式

イ.メ ニ ュー選 択方 式 の場 合

検索す る新聞を選択 して下 さい。

1.A新 聞(AP)

2.B新 聞(BP)

3.C新 聞(CP)

4.D新 聞(DP)

BYE

>>1 ※ 「BYE」 は、終 了 コマ ン ド

図2-3検 索対象媒体 の選択 メニ ュー選択方式
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② 検索項 目の選択

ア.コ マ ンド入力方式の場合

入力 の必要 な し。

イ.メ ニュー選択方式の場合

検 索項 目を選 択 して下 さい。

1.漢 字 キー ワー ド

2.カ ナ キー ワー ド

3.掲 載 日付

4.媒 体 名称

5.掲 載 ペ ー ジ

MAIN/BYE

>>1

漢 字 キ ー ワー ドを入 力 して下 さい。

>>

図2-4

③ 漢字 キー ワー ドの入力

ア.コ マ ン ド入 力方 式 の場 合

検索項 目の選択 メニ ュー選択方式

図2-5漢 字 キ ー ワー ドの入 力 コマ ン ド入 力方式
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イ.メ ニ ュー選 択方 式 の場合

検索項 目を選択 して下 さい。

漢字 キーワー ド

カナキーワー ド

3.掲 載 日付

媒体名称

5.掲 載 ページ

MAIN/BYE

>>1

漢字 キーワー ドを入力 して下 さい。

>>漢 字 キーワー ド

検索集合/14件 が作成 されま した。

内容を表示 しますか?(Y/N)

>>N

検索項 目を選択 して下 さい。

漢字 キーワー ド

カナキーワー ド

掲載 日付

4.媒 体名称

掲載 ページ

MAIN/BYE

>>

図2-6漢 字 キ ー ワー ドの入 力 メニ ュー選択 方 式
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④ 検索集合 「/1」(4件)の タイ トル表示

ア.コ マ ン ド入力方式の場合

〉>SHOWP1/1

※SHOWは 、表 示 コマ ン ド。P1は タイ トル表示 パ ラ メー タ。

図2-7

イ.メ ニ ュー選 択方 式 の場 合

検索集合 「/1」 のタイ トル表示 コマ ン ド入力方式

検索集合/18件 が作成 されま した。

内容 を表示 しますか?(Y/N)

>>Y

表示形式 を選択 して下 さい

1.タ イ トル

2.概 要

3.内 容全体

MAIN/FMENU/BYE

>>1

内容表示 検索集合:/1

1.文 献1YY/MM/DDn文 字

2.文 献2YY/MM/DDn文 字

3.文 献3YY/MM/DDn文 字

4.文 献4YY/MM/DDn文 字

MAIN/FMENU/BYE

>>

FMENUは 、 一 つ 前 の メ ニ ュ ー。

図2-8検 索集合 「/1」 のタイ トル表示メニ ュー選択方式
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⑤ 検索集合 「/1」(4件)文 献番号 「1」 の内容表示

ア コマ ン ド入力方式の場合

〉>SHOWP1/1

内容表示 検索集合:/1

1.文 献1YY/MM/DDn文 字

2.文 献2YY/MM/DDn文 字

3.文 献3YY/MM/DDn文 字

4.文 献4YY/MM/DDn文 字

>>SHOWP3/1

内容表示 検索集合:/1

1.文 献1 YY/MM/DDn文 字

文 献1の 内 容

>>

※P3は 、 内容 を表示 す るパ ラ メー タ。

図2-9検 索集合 「/1」 文献番号 「1」 の内容表示 コマン ド入力方式
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イ.メ ニ ュー選 択方 式 の場 合

内容表示 検索集合:/1

1.文 献1YY/MM/DDn文 字

2.文 献2YY/MM/DDn文 字

3.文 献3YY/MM/DDn文 字

4.文 献4YY/MM/DDn文 字

MAIN/FMENU/B,YE

>>1

表示形式を選択 して下さい

1.タ イ トル

2.概 要

3.内 容全 体

MAIN/FMENU/BYE

>>3

内容表示 検索集合:/1

1.文 献1 YY/MM/DDn文 字

文 献1の 内 容

表示形式を選択して下さい

1.タ イ ト ル

2.概 要

3.内 容全 体

〉>1

図2-10検 索集合 「/1」 文献番号 「1」 の内容表示メニ ュー選択方式
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以 上 の よ うに、 コマ ン ド入力 方式 は、 デ ー タベ ース独 自の コマ ン ドや その パ ラメー タ、 コー ド体 系

を覚 えて いれ ば最短 距離 の操 作 がで きる。 しか し、 デ ー タ検索 は、1ス テ ップの操作 毎 に戻 って くる

回答 をユ ーザ が見 て判 断す る ことに神経 を使 うこと もあ って、 コマ ン ドは、で きるだ け避 けたメニュー

選択 方 式 を用 い た方 が広 いユ ーザ層 を見込 め る し、 デ ー タベ ー スが、 よ り身近 にな るこ とが想 定 され

る。

(2)端 末側で制御する方式

ホス ト・コンピュータ側でのメニュー制御 は、従来か らある会話型の コマン ド入力方式の拡張形 で

あるため、画面 がスクロール して しまう。端末側で制御す るメニュー選択方式 は、端末 自体 に通信機

能、画面制御機能、 コマ ン ド生成機能を備えたソフ トウェアを有償で添付するデ ィス トリビュー タが

登場 し始めている。 これを利用す ると、 コマ ン ド入力が完全 に無 くな り、処理 は画面単位 にな るため

スクロールす ることもな くなる。

回線接続後のデータ検索操作の画面例 を次に示 す。

起 動 画 面

処 理 選 択 画 面

i
ll

キ ー ワ ー ド入 力 検索項目入力 論理式入力 出 力

1

記事一覧出力

記事概要表示

記事概要出力

記事内容表示

記事内容出力

図2-11回 線接続後のデータ検索操作の画面例(1/7)
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起 動画 面

ユ ーザIDと パ スワー ドを入 力 して下 さ い。

ユ ーザID:

パ ス ワー ド:

確 認■ 一

図2-11回 線接続後 のデータ検索操作の画面例(2/7)

*****処 理選択画面*****

検索集合一覧

検索集合12,500件

検索集合2700件

検索集合31,200件

必要な らば検索集合を選択 して下 さい=>

1.キ ーワー ド9.終 了

2.検 索項 目入力

3.論 理式入力

4.出 力 処理を選択 して下 さい=〉

図2-11回 線接続後のデータ検索操作の画面例(3/7)
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図2-11回 線接続後のデータ検索操作の画面例(4/7)

***** 検索項 目入力*****

一19■ 年日 月□ 日

19□ 年日 月□ 日

一 ジロ … … 体

確 認口 αバ)

図2-11回 線接続後のデータ検索操作の画面例(5/7)
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***** 論理式入力 *****

検索集合一覧

検索集合1

検索集合2

検索集合3

2,500件

700件

1,200件

論理式 を入力 して下 さい。

確 認ロ ー

図2-11回 線接続後のデータ検索操作の画面例(6/7)

***** 出 力 *****

検索集合名

記事一覧

記事を選択 して下 さい=〉

1.記 事一覧出力

2.記 事概要表示

3.記 事概要 出力

4.記 事内容表示

5.記 事 内容 出力

処理を選択 して下 さい=〉

図2-11回 線接続後のデータ検索操作の画面例(7/7)
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2.2端 末 ソフ トウ ェア

デ ー タベー ス ・サ ー ビスの メ ニ ュー化 は、検索 の ノウハ ウに係 る問題 の解決 まで に は至 らな いが、

経 験 の浅 いユー ザで も簡 単 な デ ー タ検索 がで きるよ うに な った。 この ことは、 ユ ーザ層 を広 げ る意 味

で も有効 な ことで あ る。 しか しなが ら、本 課題 で取 り上 げて い る よ うな 「多言 語 間検索 」 に つ い て の

サ ポー トは、成 され て いな い。 カテ ナ株 式 会社 の端 末 用 ソ フ トウ ェア 「検 索Helper」 は、 本 課 題 の

よ うに海 外 か らわ が国 の デ ー タベー スを検 索 す るの で はな く、反 対 に、 わが国 か らの英語 圏 のデ ー タ

ベ ースを検索 す る ことを意識 して作 成 され た シス テムで あ る。 この シス テムを調 査 す る ことに よ り、

今後 の デー タベ ー スの 「多言語 間検 索」 の ア プ ロー チ の仕 方、 用意 す べ き機能 、端 末 内部辞 書 の あ り

方等 を考 察 す る上 で の参 考 にす る こ とが で き る。

「検索Helper」 は、本課題 で作成 したプロ トタイプ ・システ ムと同 じよ うに 「デー タベ ースの操

作性 の向上」 と 「多言語 間検索 の対応す るツール」を 目指 しているが、 日本語を使 うユーザが英語 圏

のデータベースを検索す るという点 で若干用意 するツールの考 え方が違 って くる。

まず、「検索Helper」 の次 のような基本的な特徴 を一つ一 つ検証 し、英語圏のユーザーが日本 のデー

タベースを検索する際に、必要 にな りうる機能を考察 した。

①MS-Windowsの アプ リケーシ ョン

② 単語切 り出 し機能

③ シソーラス照会機能

④ 関連語生成機能

⑤ 某 日、日英 キーワー ド返還機能

⑥ 検索機能体系

⑦ 英 日翻訳機能

⑧ 通信機能

(1)MS-Windowsの アプ リケ ー シ ョ ン

低 価格 のパ ー ソナ ル ・コ ンピュー タを端末 機 にす る場 合 、単 に デ ー タベ ー スの端末 機 と して で しか

使 用 しな い とい うこ とは、 四六 時中 デ ー タベ ー スを利 用 して いな い限 り、 まず ない。当然 、 別 の ア プ

リケ ー シ ョンを使 用 す る要 望 が 出て くる。 アプ リケ ー シ ョ ンをバ ー ジ ョン ・ア ップ しなが ら永続 的 に

使 用 す るた め には、将 来 の基 幹OSを 採 用 す る こ とが重 要 にな って くる。 そ の点 、DOS/VとMS-

Windowsの 組 み合 わせ ば、 ア ップル社 を除 く大 部 分 の メ ーカの パ ー ソナ ル ・コ ン ピュ ー タ上 で稼 働

す る。現 時点 での勢 いを考 え た ら、採 用 す るの が 自然 だ と思 わ れ る。 もち ろん ア ップル社 の マ ッキ ン

トッ シュ ・シ リー ズ もその操作 性 を見 た ら捨 て難 い ものが あ る。 しか し、今 回 は、 デ ー タの互 換 性 や

MS-DOSの テキ ス ト・デ ー タの見 やす さを考慮 に いれて、DOS/VとMS-Windowsの 組 み合 わ せ を

採 用 した。
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MS-Windowsは 、 デ ィス プ レイ上 に窓(ウ ィ ン ドウ)を 開 いて、 ア プ リケー シ ョンを走 らせ るOS

で あ る。MS-Windowsそ の もの は、MS-DOS(DOS/V)上 で動 作 して い る。MS-WindowsをDOS

/V上 で稼 働 し、そ の上 で ア プ リケ ー シ ョ ンが稼働 させ る とい う こと は、 単 純 にDOS/V上 で稼 働

させ る ときと、次 のよ うな違 いが あ る。

ア.操 作環 境 の向上

DOS/Vの 環 境 で は、処理 の実行 や プ ログ ラムの起動 す るため に は、 プ ロ グ ラムが存 在 す る デバ イ

スを意 識 しなが らキ ー ボー ドか らコマ ン ドを入 力 しな けれ ばな らな い。 キー ボー ド中心 の この よ うな

環 境 で は、 フ ァイル名 や コマ ン ド名 な どの スペルを覚 え な けれ ば な らず、特 に初心 者 に とって は少 々

扱 い に くい環 境 とな って いる。

それ に対 して、MS-Windowsの 環 境 で は、 プ ログ ラムの起 動 や そ の 中 で の処 理 の 実行 は、 マ ウ ス

の操 作 が 中心 にな る。 コマ ン ドの代 わ りに絵 や メニ ューを ク リックす るだ けで、処 理 が起 動 す る。

ま た別 の アプ リケー シ ョ ンも操作 が似 て いるので、一 つ のア プ リケ ー シ ョンの操作 を覚 えれ ば、 他

の ア プ リケ ー シ ョンの操 作 も比 較 的覚 えや す い。

イ.複 数 ア プ リケー シ ョンの 同時実 行

同時 に一 つ の仕事 しか で きな い こ とを 「シ ングル タス ク」 とい う。DOS/Vは 、「シ ングル タス ク」、

で あ る。 した が って、 あ る仕 事 を実 行 して いる最 中 に他 の仕 事 を しな ければ な らな くなった と きに は、

最 初 の仕事 を終 了 して か らで な けれ ば、他 の仕 事 を実行 す る こ とが で きな い。

そ れ に対 して、複数 の仕事 を同時 に行 え る ことを 「マル チ タ ス ク」 とい う。MS-Windowsで は、

一 つ の ウ ィン ドウで一 つ の ア プ リケ ー シ ョンが実 行 で き、複 数 の ウ ィン ドウを 開 くことに よ って、 複

数 の ア プ リケ ー シ ョンを 同時 に実 行 して い るよ うに見 え る。

MS-Windowsは 、厳 密 に は、「マル チ タス ク」で はな い。複 数 ア プ リケ ー シ ョ ンは同 時 に実 行 状 態

に あ るが、動 いて い るの は、1本 だ けあ る。他 の アプ リケ ー シ ョンは、一 時停止 の状態 にある。止 ま っ

て い る アプ リケー シ ョンを動 か した い ときは、動 か した い アプ リケ ー シ ョンの ウ ィ ン ドウを ク リッ ク

すれ ば切 り替 え る ことが で きる。

また、Aア プ リケ ー シ ョンとBア プ リケ ー シ ョン同時 に実行状態 にあったと して、Aア プ リケー シ ョ

ンで 作成 した デ ー タをBア プ リケー シ ョンに転 送 す るよ うな、別 アプ リケ ー シ ョ ン間 で のデ ー タの 交

換 が 可能 にな る。

(2)単 語切 り出 し機能

この機能 は、検索質問文 を自然言語 の状態で入力 したいとい う要望 か ら生 まれた機能である。現段

階では、検索質問文 として入力 した日本語 の文章か ら名詞 を切 り出すだけの機能である。例 えば、次

のよ うな、検索質問文が入力 されたとき、
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〔検索質問文〕

パ ソコ ンのCPUの 歴史 につ いて

切 り出 した単語 は、次のようになる。

〔切 り出 し単語〕

ノぐソ コ ン

CPU

歴 史

本来、 このよ うな機能 は、 日本語 の文章 を形態素 に分解 して、あ る程度 の意味解析を した上 で、対

象 となるデー タベータの統制キーワー ドに変換 することが望 ま しい。突 き詰 めれば、文章 の中に は、

内容 の否定を表現す るもの もあれば、複数 の言葉 の関係を示す もの もある。 これか ら、文章 の意 味的

要素 か ら複数 キーワー ド同士 の関係を示 す論理式を生成す るまでを目標 に しなければな らない。 この

ような解析 は、現在の環境 では、技術的に も非常に難 しい。

英語圏ユーザが操作する環境での自然言語形式の検索質問文 の入力 は、英語の文章か らキーワー ド

を切 り出す ことにな る。 しか し、 この発想 は、わが国のユーザの ものであ り、英語 圏のユーザは、 コ

マ ンドの入力 に慣れていたり、 シソー ラスの用語の表現形式が複数形だ った り等 の条件 と前述 したよ

うな文法 的な解釈論 にまで発展 して行かなければいけないので、本課題 では、 この考え方 を採用 しな

か った。
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⑧ シソーラス参照機能

日本語で範囲(指 定 した用語 の漢字 コー ドの範囲)を 指定 して、その範囲にある用語群 を取 り出す

機能。通常のシソーラスは、階層構造 に整理 されているため、範囲を指定するケースは少 ない。

シ ソ ー ラ ス参 照、

参照す るシソーラスの範囲を指定 して ください

FROM

TO

シ ソー ラ ス 一 覧

図2-12シ ソーラス参照機能操作例
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本課題 では、 日英パイ ロット・シソー ラスを利用 して、範 囲指 定 のほかに、 階層上位 か らの検索

(上位概念語か ら下位概念語への検索)、 単語 による検索を用意 した。特 に、統制語 キー ワー ドを検索

す る際 には、メニューによる階層検索 の機能 があ ると便利 である。

(4)関 連語 生成 機能

一 っ のキ ー ワー ドか ら関連 す る用語 群 を取 り出す機 能
。「検 索Helper」 は、関連 語 同 士 は、 同 じグ

ル ープ の キー ワー ドとい う考 え方 で整 理 して い る フ ァイル をア クセ ス して い る。 関連語 は、普 通 、 シ

ソー ラス に掲載 して あ り、検索 の ヒ ッ ト率 を上 げ るため の もので あ る。

シ ソー ラス 一 覧

亜細亜 ヒ聾㌧

力

全

圧

安

鞍

図2-13関 連語生成機能操作例(1/2)
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関 連 語

対 象 キ ー ワ ー ド

関連語一覧

図2-13関 連語生成機能操作例(2/2)

本 課題 で は、 日英 パ イ ロ ッ ト ・シソー ラス(端 末 内 シソー ラス)を 用 いて関連 語 を検 索 した。

(5)薬 日、 日英キーワー ド変換機能

英語の用語 を 日本語に変換 したり、 日本語の用語 を英語 に変換する機能で 日本語、英語それぞれの

前方一致検索、後方一致検索 もで きる。

この機能 は、ユーザの意志で使用 されるものであるため、操作が多 くなる部分がある。英語圏のユー

ザが 日本のデー タベースを検索す るという前提が初めか ら分か っていれば、検索 までの流 れの中で、

この機能を意識 しな くて も英 日変換 を自動的に行えばよい。
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⑥ 検索機能体系

データベースを検索 は、前述 した機能の組 み合 わせ と検索 コマ ンドの生成、送信、メ ッセー ジの受

信、受信 メッセージの編集 といった機能か ら構成 されている。通常 は、次の手順で操作す る。

自然言語の検索質問文

の入力

単語切 り出し

検 索 キ ー ワ ー ド

関連語生成指示

(検索キーワー ド選択)

関連語生成

検 索 キ ー ワ ー ド

キー ワー ド

変換情報 の入力

キ ー ワ ー ド変 換

1

1

図2-14検 索機能体系の流れ(1/6)
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論理式情報

口
検 索 キ ー ワ ー ド

1
一 次 検 索 コマ ン ドの作 成 及 び送 信

2

検索集合一覧表示

論理絞込 絞込検索 集合選択

一

1

3 4

論 理 式 コマ ン ドの作 成 及 び送 信

一 次 検 索 コマ ン ド

検 索 集 合

ドンマコ式理論

金集乗積

2

図2-14検 索機能体系の流れ(2/6)
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検索集合選択情報

絞込検索情報

(検索項目)

信越及成作⑰⇔胎索検込絞

絞

3

一

報

絞込検索用 コマ ンド

検索集合

2

図2-14検 索機能体系の流れ(3/6)
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検索集合選択情報

タ イ トル 出 力 コマ ン ドの作 成 及 び送 信

タイ トル 出力 コマ ン ド

タ イ トル ー 覧 表 示

内容表示 内容印刷

5

1

6

タ イ トル ー 覧

図2-14検 索機能体系の流れ(4/6)
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5

タイ トル選 択 情 報

内容 表 示 コマ ン ドの作 成 及 び送 信

内 容 表 示

2

内 容 表 示 コ マ ン ド

内 容

図2-14検 索機能体系の流れ(5/6)
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タ イ トル選 択 情 報

内容 表 示 コマ ン ドの作 成 及 び送 信

内 容 表 示 コ マ ン ド

内 容 印 刷

2

内 容

図2-14検 索機能体系の流れ(6/6)
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2.3機 械翻 訳 ソ フ トウ ェア

「多 国 間検索 」 を行 うとき、機 械翻訳 は、不可 欠 で あ る。 デ ー タベ ースで の利 用 法 は、 次 の3通 り

の方 法 が あ る。

① ホス ト側 に翻訳機能 を持 っている形態。

② 端末側 に翻訳機能を持 って いる形態。

③ 外部委託、デ ィス トリビュータの翻訳サー ビス等の完全に分離 した形態。

③ の場合 は、翻訳 の機械化 を完全 に無視 している形態なので、 ここでは、言及 しない。① の場合は、

ホス ト側の負担が大 きく費用 もかか る。②の形態が実現す るもっとも、低 コス トにな る。

(1)翻 訳 シス テムの機能

機械 翻訳 自体 の精 度 につ いて は、現段 階 にお いて、完壁 を求 め るの は、難 しい。英仏 変換 の よ うに

文 字 や文 法が比 較 的似 て い る もの は、文 法 解析 が進 歩 す れば か な りの精 度 が期待 で きる。 しか し、 ポ

ル トガル語 圏 の人 が英語 の文 書 を読 む ときは、敢 えて、翻 訳 しな い とい う現実 があ る。 日本 語 の よ う

に文 法 が特殊 で、文字 コー ドが2バ イ トで あ る言語 は、1バ イ トで表 現 で きる文字 を使 用 して い る言

語 とは、 かな り扱 いが違 って くる。

端 末機 で翻 訳 す る とい う ことは、言 い換 え る とパ ー ソナ ル ・コ ンピュー タ用 の機 械翻 訳 ソ フ トウ ェ

アが必要 とい うこ とに な る。

現 段 階 にお いて は、其 日翻 訳 シス テムの みが流通 し始 め たば か りで あ り、 その翻訳 精度 もユー ザ が

満足 す るに は至 ってい ない。せ いぜ い人 間 が翻訳 す ると きの補助 的 な役 割 をす るとい った と ころで あ

る。

機 械翻 訳 シス テム は、大型 、汎 用 コ ンピュ ー タか らワー クス テ ー シ ョン、パ ー ソナ ル ・コ ン ピュ ー

タと ダウ ンサ イ ジ ング して きた。機械 翻訳 シス テム は、速 い処 理 速度 、大 きなRAMの 容 量 、大 きな

デ ィス クの容量 が要求 され て い るの で、実 際 に、パ ー ソナ ル ・コ ンピュ ー タで の稼 働 に耐 え られ る よ

うにな ったの は、平成 に入 って マ ッキ ン トッシュや ウ イ ン ドウ ズが普及 して きて か らであ る。

一 般 的 な、構成 は、次 の とお りであ る。
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〔翻訳前言語入力支援〕

キ ー ボ ー ド入 力 フ ァ イ ル 入 力 ス キ ャナ ー入 力

1

翻訳前編集

翻 訳 エ ン ジ ン

〔翻訳済言語出力支援〕

1

翻訳後編集

1
1

プ リ ン タ 出 力 フ ァイ ル 出 力

図2-15翻 訳 システムの一般的構成
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構 文 トラ ンス フ ァー方式 の翻訳 エ ンジ ンで の処 理 は、次 の よ うにな る。

ソ ー ス 言 語 テ キ ス ト

〔解 析 フ ェ ー ズ〕 1

前処理

形態素解析

辞書照合

構文意味解析

〔移 行 フ ェ ー ズ 〕

語彙移行

構造移行

〔生 成 フ ェ ー ズ〕
'

構文生成

形態素生成

後処理

タ ー ゲ ッ ト言 語 テ キ ス ト

図2-16構 文 トラ ンスフ ァー方 式 の翻訳 エ ン ジンで の処理
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② 翻訳 システ ム とウ イ ン ドウ ズ

前 述 の よ うに翻訳 シス テム に は、 イ メー ジデ ー タか ら入力 す るマル チメ デ ィア的～側 面 と翻訳 前 後

の編 集機 能 の よ うな デス トップ ・パ ブ リッシ ング的 ～側面 が あ る。 この よ うな特徴 は、 マ ッキ ン トッ

シュや ウ イ ン ドウズで稼働 しや す い ソフ トウェ アで あ る と言 うこ とが で き る。

また、 デ ー タベ ース検索 シス テ ム もMS-Windowsで 稼働 す るので検索 結果 の デ ー タを翻 訳 シ ス テ

ムへ実行 中 に移行 す る ことが で きる。

検 索 シ ス テ ム

検索結果

検索結果

デ ス ク ト ッ プ。

ノぐブ リ ッ シ ン グ

ソ フ ト ウ ェ ァ

図2-17Windowsモ デ ル

この よ うに、Windowsソ フ トウ ェアを組 み合 わせ る ことで、色 々なバ リエ ー シ ョンが考 え られ る。
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(3)本 課題 と翻訳 システム

本課題で作成するシステムは、英語圏 のユーザがわが国のデータベースを検索す る関係上、日本語

の検索結果を英語に翻訳す る必要がある。 しか しなが ら、パ ーソナル ・コンピュー タで稼働する日英

翻訳 システムの事例 は少 ない し、翻訳制度 もまだまだである。

某 日翻訳 システムよりも日英翻訳 システムの方が 日本語 の文法を解析 しなければな らない分、技術

的な難 しさを もっ ことも原因の一つである。

したが って、今回の開発 では、 日英翻訳 システムの将来的改善を期待 して、 いつで も追加で きる状

態 に してお く。
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3.英 日 シソー ラ ス

本 課題 で採用 す る 日英 パ イ ロ ッ ト・シ ソー ラスは、 国産 デ ー タベ ース の特 定分 野 の シソー ラス に英

語 を付与 した形 態 の端末 内 シ ソー ラスで あ る。元 の シソー ラス は、「日経 シ ソー ラス」 の ビ ジネ ス分

野 が 中心 に な って いる。 この国産 シソー ラス の用語 に英 語 が一件 ず つ割 りつ けて い る。

この、 シソー ラス は、3っ の用途 を想 定 して、作成 され て い る。

① 付加情報(日 本語、 ローマ字、関連語、同義語、類語)を 検索 したい。

② 階層順に検索 したい。

③ 単語で検索 したい。

これ らを実現す るために、次 の3種 類の ファイルを用意 して いる。

① アル フ ァベ ッ ト順 リス ト(シ ソー ラ ス本体)

② 階層 リス ト

③KWICリ ス ト

内容の詳細 は次 に述べる。

3.1ア ル フ ァベ ッ ト順 リス ト(シ ソー ラ ス本体)

シ ソー ラスの用語 を英 訳 した もの を、 アル フ ァベ ッ ト順 に整 理 した もの で、一 つの用語 に対 して、

ロー マ字 、漢 字 、 ス コー プ ノー ト(用 語 の使 用法 、注釈)、 上 位 語 、 下 位 語 、 関連 語 、 類 語 、 同義 語

が掲 載 されて いる。
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ACCOUNTING〔C3.3.1〕

「 貼∵ _「
NT

BT

ALLOWANCES

ANNUALREPORTS

ASSETS

ASSETSREVALUATION

AUDITING

BREAKVENPOINT

DERECIATION

DISCLOSURE

EQUITYCAPITAL

LIABILITIES

FINANCIALSTATEMENTS

FINANCIALMANAGEMENT

CORPORATEADVERTISINS

USE

階 層 コ ー ド

下位語

INSTITUTIONALADVERTISING

INSTITUTIONALADVERTISING

UFCORPORATEADVERTISING

上位語

見 出 し語(非 優 先語)

企 業PR(KIGYO-PR)

企 業PR(KIGYO-PR)

日本語 デ ィスク リプ タ

「
企 業 会計(KIGYO-KAIKEI)

引当 金(HIKIATE-KIN)

ア ニ ュアル レポー ト(ANNUAL-REPORT)

資 産(SHISAN)

資 産再 評 価(SHISAN-SAIHYOUKA)

企 業 監査(KIGYO-KANSA)

損 益 分 岐点(SON'EKI-BUNKI-TEN)

減 価 償却(GENKA-SHOKYAKU)

デ ィス ク ロー ジ ャー(DISCLOSURE)

自己資本(JIKO-SHIHON)

財 務諸 表(ZAIMU-SHOHYO)

負 債(FUSAI)

財 務 管理(ZAIMU-KANRI)

図3-1ア ルフ ァベ ッ ト順 リス ト例

記 号 の意 味 は、次 の とお りで あ る。

・見 出 し語 が優 先語 の場合

SN:ス コープ ノー ト(scopenotes)。 この シ ソー ラス にお け る用 語 の特 定 の意 味 や用 語 の使 い

方 の説 明。

UF:(usefor)。 同義語 や類義 語 にな って い る非 優先 語 。UFと して 示 した非 優 先 語 か らこの 見

出 し語 へ のUSE参 照 が あ る こ とを示 して い る。

NT:下 位 語(narrower)。

BT:上 位語(Broaderterms)。

RT:関 連 語(relatedterms)。
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・見 出 し語が非優先語 の場合

USE:検 索 に使用 すべ き優先語 を示す。

3.2階 層 リス ト

シソー ラス の用 語 を英訳 した ものの、上 位 、下 位 の階層 関係 を示 した りス トで、階層 が深 くな る ほ

ど用語 の前 の 「・」 が多 くな って い る。 また、同一 階層 は、 アル フ ァベ ッ ト順 に並 べ られ て い る。

C3.3FINANCIALMANAGEMENT財 務 管理(ZAIMU-KANRI)

C3.3.1・ACCOUNTING企 業 会計(KIGYO-KAIKEI)

C3.3⊥1・ ・ALLOWANCES引 当 金(HIKIATE-KIN)'

C3.3.1.1.1…LOANLOSSALLOWANCES貸 倒 引 当 金

(KASIDAORE-HIKIATE-KIN)

C3.3.!.1.2…RETIREMENTALLOwANCERESERvES退 職 引 当 金

(TAISYOKU-HIKIATE-KIN)

C3.3.1.2・ ・ANNUALREPORTSア ニ ュ ア ル レポ ー ト

(ANNUAL-REPORT)

C3.3.1.3・ ・ASSETS資 産(SHISAN)

C3.3.1.3.1…CREDITS債 権(SAIKEN)

C3.3.1.3.1.1・ …BADDEBTS不 良 債 権(FURYO-SAIKEN)

C3.3.1.3.2…FINANCIALASSETS金 融 資 産(KIN'YU-SHISAN)

C3.3.1.3.3…HIDDENASSETS含 み 資 産(FUKUMI-SHISAN)

C3.3.1.3.4…INVENTORIES棚 卸 し資 産

(TANAOROSHI-SHISAN)

図3-2階 層 リス ト例

3.3KWICリ ス ト

用語を単語別 に分類 しアル ファベ ッ ト順 に並べた ものである。用語 が単語3語 か ら構成 されていた

と した ら、 リス ト上 、三 回登 場 す る こと にな る。
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PRODUCTADAPTABILITY

FUNDADJUSTMENT

SHIPMENTADJUSTMENT

MARKETSFORADULTS

ADVANTEST

ADVERTISING

ADVERTISING

CORPORATE

EXAGGERATED

INSTITUTIONAL

CORPORATELEGAL

ADVERTISING

ADVERTISING

ADVERTISING

ADVERTISING

AFFAIRS

(CO.)

CAMPAIGNS

EXPENDITURE

製 品融通(SEIHIN-YUZU)

資 金 融通(SHIKIN-YUZU)

出荷 調 整(SHUKKA-CHOSEI)

useMARKETSFORTHEMATUREDPERSON

ア ドバ ンテス ト(ADVANTEST)

商 品PR(SHOUHIN-PR)

セ ー ルスキ ャ ンペ ー ン

(SALES-CAMPAIGN)

広 告 費(KOUKOKU-HI)

useINSTITUIONALADVERTISING

誇 大 広告(KODAI-KOUKOKU)

企 業PR(KIGYO-PR)

企 業 法務(KIGYO-HOUMU)

図3-3KWICリ ス ト例

3.4シ ソ ーラ スの アク セ ス

3種 類 の シ ソー ラスの利用 法 は、つ ぎの とお りで あ る。

(1)ア ルファベ ッ ト順検索

用語 の範囲を指定 して、その範 囲の用語 をすべて取 り出す。ユ ーザは、FROM,TOの2っ の入力

欄 に用語 を入力する。英和辞典 に例 えるとFROMに 入力 する用語がAに 近 い方、TOに 入力 す る用

語 がZに 近 い方であ り、其 日シソーラスに集録 している用語 の内FROMとTOの 間 にある用語 をす

べて取 り出す。内部 コー ドの大小 関係 は、次のよ うにな る。

FROM入 力欄 の用語 ≦ 検索用語 ≦TO入 力欄 の用語
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(2)階 層1順検索

上位概念語 か ら下位概念語へ検索 する。例えば、次のような、シ ソーラスの階層 関係の場合、

A

・A1

・ ・A11

…A111

…A112

…A113

…A114

・ ・A12

・ ・A13

・A2

・ ・A21

・ ・A22

・ ・A23

・A3

B

・B1

・ ・B11

・ ・B12

・ ・B13

・ ・B14

・B2

・B3

・B4

・ ・B41

…B411

…B412

階層を図式化す ると、
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6

A

2A

3A

11A

21A

31A

12A

22A

32A

11B

111A

211A

311A

411A

B12

B13

B14

B41

図3-4階 層の図式化
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階層順検索 は、上位概念語 か ら下位概念語へ検索す るか、下位概念語か ら上位概念語へ検索す る と

いう操作 になる。検索の遷移図 は、次 のようになる。

-

り
乙

O
O

A

A

A

-

り
乙

Q
U

4

B

B

B

B

All

A12

A13

A21

A22

A23

Bll

B12

B13

B14

A111

A112

A113

A114

B411

B412

B413

B414

図3-5階 層検索の遷移図

上 図 の四角 に囲 まれ た部 分 が一度 に表 示 され る単位 であ る。 この単 位 を1グ ル ープ と して デ ー タを

整 理 す る と、 システ ム設計 上 の デー タの管理 が容 易 にな る。 内部的 には、次 に示 すイ ンデ ックス ・フ ァ

イル を作成 す る。1用 語1レ コー ドで グル ー プNOで ソー トされて い る。 用語 ア ドレスは、 ア ル フ ァ

ベ ッ ト順 に整理 され た フ ァイル の ア ドレスを指 す。

用語 ア ドレス 下位 グルー プ

先頭 ア ドレス
F

上位 グルー プ

先頭 ア ドレス.

自グループNO

■

●

●

●

●

●

●

■

図3-6イ ンデ ックス ・フ ァイル の構造
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(3)単 語 による検索

単語 を入力 して、その単語を含 む用語をすべて取 り出す。英 日シ ソーラ スのKWICリ ス トを利用

する。KWICリ ス トは、同一 の単語 を含 む用語を集めているので、キーとなる単語で用語を検索す る

ための ものである。入力 した単語 か ら用語 を検索する方法 は次 のとおりである。

[単 語 インデ ックス ・ファイル]

・1文 字 イ ンデ ックス

ぐA'一'Z')

・単 語 フ ァイ ル

先頭 ア ドレス

[単語 ファイル]

・単 語 番 号

・単 語 長

・単 語

・用 語 インデックスファイル

先 頭 ア ドレス

[用 語 インデックス・ファイル]

・単語 番号

・用語 フ ァイル ア ドレス

●

●

●

※ 同一単語を含む用語 は

複数ある場合がある。

[用語 ファイル]

・用語 長

・用語(英 語)

(用語に係 る

その他の情報)

図3-7単 語 による検索の構造
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④ 関連語検索

選択 した用語の関連語 をあれば取 り出す。アルフ ァベ ット順 リス トには、英文用語毎の日本語、ロー

マ字、上位語、下位語、関連語、類語、同義語が収録 されて いる。関連語は、各用語 に近 い概念 の用

語で元の用語 と併用することによ って、検索率を高めることができる。すなわち、検索 キーワー ドを

補完 する役割 を持 っている。選択 された用語 か ら関連語を検索 する方法 は次のとおりである。

[用 語 インデックス・ファイル][用 語 フ ァイ ル]

・1文 字 イ ンデ ック ス

('A'一'Z')

・用 語 フ ァイ ル

先 頭 ア ド レス ー

・用語長

・用語(英 語)

・関連 フ ァイル先頭 ア ドレス

(用語 に係 る

その他 の情報)

[関連語 ファイル]

・関連語長

・関連語

●

●

●

※関連語 あ るいは、ない場合 もある し、

複数 あ る場合 もあ る。

図3-8関 連語検索の構造
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(5)詳 細表示

選択 した用語 のローマ字、漢字、スコープノー ト(用 語の使用法、注 釈)、 上位語、下位語、関連

語、類語、同義語 を表示す る。選択 された用語か ら詳細情報を検索する方法 は次 のとおりである。

[用 語 インデックス・ファイル]

・!文 字 イ ンデ ッ クス

('A'一'Z')

・用 語 フ ァイ ル

先 頭 ア ドレス

[用語 フ ァイル]

・用語長

・用語(英 語)

・アル フ ァベ ッ ト順 リス トア

ドレス

(用語 に係 る

その他 の情報)

[ア ル フ ァベ ッ ト順 リス ト]

・用語

・日本語

き'ロ ーマ子

・上 位 語

・下 位 語

・関連 語

・ス コー プ ・ノー ト

・類 語

・同義 語

図3-9詳 細表示の構造
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⑥ 日本語表示

検索候補 のキーワー ドを日本語 に翻訳 して表示す る。検索候補のキーワー ドか ら日本語を検索す る

方法 は次の とお りである。

[用 語 インデ ックス ・ファイル]

・1文 字 イ ンデ ッ ク ス

('A'一'Z')

・用 語 フ ァイ ル

先 頭 ア ド レス ー

[用語 フ ァイル]

・用語長

・用語(英 語)

・日本語 フ ァイル ア ドレス

(用語 に係 る

その他 の情報)

[日本語 フ ァイル]

・日本語長

・日本語

図3-10日 本語表示の構造
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4.プ ロ トタ イプ ・システ ム

本 プ ロ トタイプ ・システ ム は、 キー ワー ドの入 力支 援 、 デ ー タベー スの検索支 援 、 デ ー タベ ー ス検

索 に と もな う通 信制 御 を 中心 と した システ ムで あ る。

4.1シ ス テムの構 成

〔キーワー ド入力〕

① 手入力

② アルフ

③ 階層順検索

④ 単語検索

アベ ッ ト範 囲指定入力 ●

〔其 日 シ ソー ラス〕

階層 順 リス ト

・KWIC形 式 リス ト

・アル フ ァベ ッ ト順 リス ト

1

〔キーワー ド確認〕

① 削除

④ 用語詳細表示

② 全削除 ③ 関連語参照

⑤ 日本語表示

〔一次検索〕 ① キー ワー ド日本語 変換

③ コマ ン ド送信 ④

②

検索集合受信

コマ ン ド生成

〔二次検索〕 ① 検索集合論理演算

③ 絞 り込み条件入力

④ コマ ンド生成

⑥ 検索集合受信

②

(掲載期間、

⑤

検索集 合選択

メデ ィア)

コマ ン ド送信

1

〔結果表示〕 ① 検索集合選択 ②

④ タイ トル受信 ⑤

⑦ コマンド送信 ⑧

コマ ン ド生成

タイ

内容受信

トル選択

③

⑥

⑨

コマ ン ド送信

コマ ン ド生成

内容表示

図4-1
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4.2入 出力 制御 機能

本 プ ロ トタイ プ ・シス テ ムは、Ms-windowsv3.1を 採用 す ることによ って操作性 の向上 を図 っ

た。Windowsは 、 デ ィスプ レイに窓 を開 いて、 ア プ リケ ー シ ョ ンを実 行 す るOSで あ る。Windows

自身 は、MS-DOS上 で稼 働 して い る。従来 の、MS-DOSの 環境 で は、 処 理 の実 行 や プ ロ グ ラムを起

動 す るた めに ユー ザ は、 プ ログ ラムの存 在 す るデ バ イスを意識 しなが らキー ボー ドか らコマ ン ドを 入

力 しなけれ ば な らな い。 キ ー ボー ド入 力 が中心 にな って い た環 境 で は、 コマ ン ドの名前 な どを覚 え な

けれ ばな らず、初心 者 に と って は特 に使 い に くい環境 にな って い る。 そ れ に大 して 、Windowsの 環

境 で は、処 理 の実行 や プ ログ ラ ムの起動 は、 マウ スを使 った操作 が 中心 に な る。 ア プ リケー シ ョ ンの

実行 中で も特 定 の名称 を入力 す る以 外 は、す べて マ ウスを使 ったオ ペ レー シ ョ ンにな る。 コマ ン ドを

入力 す るか わ りに ア イ コ ン、 メニ ュー、 ダイ ア ログボ ック スの ボ タ ンを ク リックす る こ とで ほとん ど

の ことがで きる。

(1)起 動

ア イ コ ンを ク リ ッ ク す る。

② 基本 ウ イ ン ドウ

シス テムが起 動 す る とっ ぎの ウ ィ ン ドウが表示 され る。

図4-2基 本 ウ ィン ド
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この ウ ィ ン ドウの二段 目に 「Keyword」 、 「Search」 、「Option」 、「Quit」 と表 示 さ れ て い る

が・ この列 が メニ ュー ・バ ー と呼 ばれ て い る。 操 作 は、 こ こを ク リッ クす る こと に よ って始 ま る。

「KEYWORD」 と表示 されて い る下 の矩 形 の部 分 は、 リス トボ ッ クス とい い、 こ こで は、 一 次 検 索

を行 うときの キ ー ワー ドを表 示 す る。

(3)メ ニ ュー

メ ニ ュー ・バ ー の項 目を ク リック した と き、 それぞ れ の ポ ップ ア ップ ・メニ ュー を表 示 す る。

①Keyword

－ 次 検索 に使 用 す るキ ー ワー ドを作 成 す るた めの支援 体系 で っ ぎの よ うな メニ ューを表示 す る。

Keyword

Wen

etadPU

ete　ed

rae　C11a

ユaC.白ebahP　a

SeロユhCrareコ　h

drOW

detaユer

Snated

eSenaPa

キ ー ワ ー ドを入 力 し、 リス トボ ック ス に登 録 す る

キ ー ワ ー ド ・リス トボ ック スの キ ー ワ ー ドを修 正 す る

キ ー ワ ー ド ・ リス トボ ック スの キ ー ワ ー ドを削 除 す る

キ ー ワ ー ド ・ リス トボ ック スの キ ー ワ ー ドをす べ て削 除 す る

シ ソ ー ラ ス を ア ル フ ァベ ッ ト順 に検 索 し リス トボ ック ス に登 録 す る

シ ソー ラ ス を階 層 順 に検 索 し リス トボ ック ス に登 録 す る

シ ソー ラ ス を単 語 を検 索 し リス トボ ック ス に登 録 す る

リス トボ ック ス の キ ー ワー ドの 関連 語 を シ ソー ラ スか ら検 索 す る

リス トボ ック ス の キ ー ワー ドの詳 細情 報 を 表 示 す る

リス トボ ック ス の キ ー ワー ドを 日本語 表 示 す る

図4-3キ ー ワ ー ド ・メ ニ ュー
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②Search

電話 回線 の接 続/切 断、 デー タベー ス検 索 の一 連 の手続 きを行 う。 メ ニュ ーは、っ ぎの と お り

であ る。

回線を接続する

検索手続 きを行 う

回線を切断する

図4-4サ ー チ ・メ ニ ュ ー

③Option

デー タベ ー スの選 択 や条 件設 定 を行 う。 メニ ュー は、つ ぎの とお りで あ る。

会話 するデー タベースを選択す る

デ ータベースの通信条件 を設定す る

図4-5オ プ シ ョン ・メ ニ ュ ー

4.3検 索 キ ー ワー ド作成 機 能体 系

英 語 の検索 キ ー ワー ドを入 力 して 日本 の デ ータベ ー スを検 索 す るため に、本 プ ロ トタイ プ ・シ ス テ

ムで は、某 日 シ ソー ラス ・パ イ ロ ッ トモ デル を使 用 して いる。 この シ ソー ラスは、前 に も述 べ た とお

り、 っ ぎの性質 を もって いる。

① 日本 の デー タベ ー スを基 本 に して い る。

② 英語 と日本 語 は、1対1で あ る。

③ アル フ ァベ ッ ト順 に整 理 して あ り、 関連語 等 の情報 を備 え て い る。

④ 上位 概 念 か ら下 位 概念 まで を階層 的 に整理 して い る。
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⑤ 単語 で検索で きるよ うに整理 している。

検索 キーワー ド作成機能体系 は、以上 の性質を もっ内部 シソーラスを利用 して、1次 検索 に利用す

るキーワー ドの候補を作成す るための もので ある。

(1)新 規 入力(new)

キ ー ワー ドをユ ーザ手入 力 す る機 能 で あ る。 この機 能 は、 シソー ラス を利 用 しないで、 ユー ザ に 自

由 に入 力 を させ る ものであ る。検 索 す る ときに、 ここで入力 した用 語 が シ ソー ラスに存在 す れば 、対

応 す る日本語 が検索 キー ワー ドに な る。Keywordメ ニ ューでnewを 選択 す ると、次の ダイアログボ ッ

ク スが表示 され る。

図4-6新 規入力 ダイアログボ ックス

ここで、 キー ワー ドを入 力 して 「OK」 ボ タ ンを ク リックす れ ば、基 本 ウ ィン ドウにキー ワ ー ドが

追 加 され る。
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(2)修 正(update)

基 本 ウ ィ ン ドウの 中の一 つ のキ ー ワー ドを修 正 す る。

基 本 ウ ィ ン ドウの リス トボ ックスに表示 され ているキーワー ドを一 つ ク リック し、Keywordメ ニ ュー

でupdateを 選択 す る と、次 の ダイ ア ロ グボ ックスが表 示 され る。

update

pleaseupdatekeyword

図4-7修 正 ダイ ア ログボ ックス'

この ダイア ログボ ックスで表示 され て い るキ ー ワー ドを修正 して 「OK」 ボ タ ンを ク リックす る と

該 当 す る基本 ウ ィ ン ドウのキ ー ワー ドが置 き換 わ る。

(3)キ ー ワー ド削 除

基本 ウ ィ ン ドウに表示 されて い るキー ワ ー ドを選択 して削除 す る。

基本 ウ ィ ン ドウの リス トボ ックスに表示 されてい るキーワー ドを一 つ ク リック し、Keywordメ ニ ュー

でdeleteを 選択 す る と、次 の ダイア ログボ ックスが表示 され る。

図4-8キ ー ワ ー ド削 除 ダイア ログボ ック ス

この ダイ ア ログボ ックスで 「OK」 ボ タ ンを ク リックす る と該 当 す る基 本 ウ ィ ン ドウのキ ー ワ ー ド

が削 除 され る。
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(4)全 キ ー ワー ド削除(AllClear)

基 本 ウ ィ ン ドウの キ ー ワー ドを全 て削 除 す る。

Keywordメ ニ ューでAllclearを 選 択 す ると、次 の ダイ ア ログボ ックスが表示 され る。

図4-9全 キ ー ワー ド削除 ダ イ ア ログボ ック ス

この ダイア ログボ ックスで 「OK」 ボ タ ンを ク リックす る と基本 ウ ィン ドウの キ ー ワー ドが全 て 削

除 され る。

(5)ア ル フ ァベ ッ ト順範 囲 指定 によ る シ ソー ラス照 会(alphabetical)

指定 した範 囲の シ ソー ラスを照会 す る機 能。 シ ソー ラスの検 索 範 囲 は、入 力 したふ たっ の文字 列 の

文字 コー ドの間 にあ る もので あ る。

Keywordメ ニ ューでalphabeticalを 選択 す ると、次 の ダイ ア ログ ボ ックスが表 示 さまれ る。

図4-10ア ル フ ァベ ッ トサ ー チ ・ダイ ア ログボ ック ス
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この ダイア ロ グボ ック スの 「FROM」 と 「TO」 に用 語 を入 力 す る とキー ワー'ド選択 ダ イ ア ロ グ

ボ ックスが表示 され る。

図4-11ア ル フ ァベ ッ ト検 索用 キ ー ワー ドセ レク ト ・ダ イ ア ログボ ックス

この ダイ ア ロ グボ ックスの上 の リス トボ ックスに選択 した範 囲 の用 語 が表示 され る。 この中 か ら検

索 キー ワー ドと して採 用 す る用 語 を決 め る。・採 用 した い用語 を ク リック した後、 「select」 ボ タ ンを ク

リックす ると、 そ の用語 が下 の リス トボ ックスに移 る。 この操作 は、・採 用 したい用語 が複数 あ って も

可 能 で あ る。 また、下 の リス トボ ックスか ら、上 の リス トボ ックスへ戻 した い とき は、戻 した い用 語

を ク リック して 「↑ ↑」 ボ タ ンを ク リックす る。 採用 した い用語 が確 定 した ら 「OK」 を ク リ ックす

るこ とによ って、基 本 ウ ィ ン ドウに追加 され る。
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(6)シ ソー ラスの階層 順参 照(hierarchies)

階層 順 に シ ソー ラスを照 会 した い と きに この処 理 を行 う。

Keywordメ ニ ュ ーでhierarchiesを 選 択 す る と、次 の ダ イア ログボ ックスが表 示 され る。

図4-12階 層サーチ ・ダイア ログボ ックス

はじめ リス トボ ックスの中には、最上位概念語 の一覧が表示 される。「NT」 ボタ ンは、選択 した

用語 の1階 層下位 の用語 の一覧 を表示する機能であ る。「BT」 ボタンは、現在表 示 されて い る用語

グループの1階 層上位の用語を含んだ用語 グループの一覧 を表示す る検索キー ワー ドと して採用 した

い用語を見つけた ら、その用語をク リップ して 「OK」 ボタンを ク リックすると基本 ウィン ドウにそ

の用語が追加 され る。

(7)単 語 入 力 に よ る シ ソー ラス照会(word)

入 力 した単 語 を含 んで い る用語 を シソー ラスの中 か ら選択 す る。

Keywordメ ニ ューでwordを 選 択 す る と、次 の ダイ ア ログ ボ ックスが表示 され る。
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図4-13単 語 入カ ダ イア ログボ ック ス

この ダイ ア ログボ ックスに単 語 を入 力 し 「OK」 ボ タ ンを ク リックす る とキー ワー ド選 択 ダイ ア ロ

グボ ックスが表示 され る。

keywordselect

図4-14単 語 用 キ ー ワー ドセ レク ト ・ダ イ ア ログボ ックス
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この ダイ ア ログボ ックスの上 の リス トボ ック スに選 択 した範 囲 の用 語 が表 示 され る。 この中 か ら検

索 キ ー ワー ドと して採用 す る用 語 を決 あ る。採 用 したい用語 を ク リック した後 、「select」 ボ タ ンを ク

リ ックす ると、 そ の用語 が下 の リス トボ ックス に移 る。 この操 作 は、採 用 した い用 語 が複 数 あ って も

可能 で あ る。 また、下 の リス トボ ックスか ら、上 の リス トボ ックスへ戻 した い と きは、戻 した い用語

を ク リック して 「↑↑」 ボ タ ンを ク リックす る。採 用 したい用語 が確定 した ら 「OK」 を ク リ ックす

る こ とによ って、基 本 ウ ィン ドウに追 加 され る。

(8)関 連 語検 索(related)

基 本 ウ ィ ン ドウに表 示 され て い るキー ワー ドを選 択 してそ の関連 語 を シ ソー ラスか ら検索 す る。

基 本 ウ ィ ン ドウの リス トボ ックスに表示 されて いるキ ーワー ドを一 つ ク リック し、Keywordメ ニュー

でrelatedを 選択 す ると、 キ ー ワー ド選択 ダイア ログボ ックスが表 示 され る。

図4-15関 連 語 セ レク ト・ダイ ア ログボ ック ス

一58一



この ダイ ア ロ グボ ックスの上 の リス トボ ックスに選択 した範囲 の用 語 が表示 され る。 この中か ら検

索 キ ー ワー ドと して採 用 す る用語 を決 め る。採用 した い用 語 を ク リック した後 、「select」 ボ タ ンを ク

リックす ると、そ の用語 が下 の リス トボ ックスに移 る。 この操作 は、採 用 した い用 語 が複数 あ って も

可能 で あ る。 ま た、下 の リス トボ ックスか ら、上 の リス トボ ックスへ戻 した い と きは、戻 した い用 語

を ク リック して 「↑ ↑」 ボ タ ンを ク リックす る。 採用 した い用語 が確定 した ら 「OK」 を ク リ ックす

る こと によ って、基 本 ウ ィ ン ドウに追加 され る。

(9)詳 細 表示(details)

基 本 ウ ィ ン ドウ に表 示 され て い るキ ー ワー ドを選 択 して その キ ー ワー ドの 内容 を シ ソー ラスか ら検

索 す る。

基 本 ウ ィ ン ドウの リス トボ ックスに表示 されているキー ワー ドを一 つ ク リック し、Keywordメ ニ ュー

でdetailsを 選 択 す ると、次 の ダイ ア ログボ ックスが表 示 され る。

details

図4-16詳 細 表示 ダイ ア ログボ ック ス
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(1① 日本語 表示(japanese)

基本 ウ ィ ン ドウに表示 され て い るキ ー ワー ドの 日本 語訳 を シ ソー ラスか ら検 索 す る。

Keywordメ ニ ューでjapaneseを 選択 す る と、次 の ダイ ア ログボ ックスが表示 され る。

図4-17日 本 語 表示 ダ イ ア ログボ ック ス

デー タベ ー スの一 次検索 は、 この とき、表 示 され る内容 で検 索 され る。

4.4デ ー タベ ース検 索 支援 機能

デー タ検 索 は、 ユーザ の必要 な情 報 をい か に効 率 的 に取得 す る ことがで きるかが 、 ポイ ン トに な っ

て くる。 本 プ ロ トタイ プ ・システ ムで扱 う新 聞記 事情 報 は、 タイ トルや抄録 のみの リフ ァ レンス ・デー

タベー スで はな く、全 文 を収 録 した フ ァク ト・デー タベ ー スで あ る。正確 に言 えば、写 真 、絵 、 図 、

表 を除 いた フ ァク ト・デ ー タベ ース と言 え よ う。従 って収 録件 数 が多 い ので、絞 り込 む ため の条 件 の

与 え方 が通 常 の通 信 ソフ トを使 用 した検 索 で も難 しい。

しか し、本 プ ロ トタイ プ ・システ ムの 目的 は、可 能 な限 り、難解 な操 作 を避 け る ことに あ る ので 、

使 用 す る コマ ン ドは、必要 最 小 限 に した。 しか も、 この コマ ン ドは、手 で入 力 す るわ けで はな く、 ダ

イ ア ログ ボ ックスで の操 作 を行 って い くうち に、 自動 的 に生成 され る。

想定 した検 索手 順 は、つ ぎの とお りで あ る。
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① 検索キーワー ドの作成

検索キー ワー ド作成機能体系で検索す るキーワー ドを作成する。

② 検索キー ワー ドの和訳

検索キー ワー ド作成機能体系で作成 したキーワー ドでシソーラスを検索 して和訳す る。 シソー

ラスに存在 しなかったときは、そのまま検索 キーワー ドとして採用する。

③ 検索キー ワー ド個別 の検索

和訳 されたキーワー ドで一つずっ検索する。 この とき、キーワー ドの個数分の検索集合が セ ン

ター側で作成 される。

④ 検索集合 に対 する論理演算

既 に存在す る検索集合 に対 してAND、OR、NOT等 の論理演算を行 う。 このとき、新 しい

検索集合がセ ンター側で作成 される。

⑤ 特定検索集合 に対する条件検索

ユーザがさ らに絞 り込みたい特定の検索集合 に対 して、再検査を行 う。検索条件 は、新聞記事

情報 の場合、記事が収録 されている日付 と、記事が収録 されている媒体で概 ねの検索結果 は、得

られ る。

⑥ 特定検索集合のタイ トルー覧表示

ユーザが指定 した検索集合 に含 まれるタイ トルの一覧表示をセ ンターに要求す る。

⑦ 特定検索集合の タイ トル選択 による内容表示

タイ トルー覧か ら内容 の見たい ものを選択 し、内容 を表示する。

以上 の操 作 を ウ イ ン ドウズ化 す ることに よ って、 ユ ーザ ・イ ンター フェー スの向上 を図 る。検 索 の

流 れ を図示 す る と次 の よ うに な る。

一61一



検 索 キ ー ワ ー ド の 作 成

検 索 キ ー ワ ー ド の 和 訳

検 索 キ ー ワ ー ド個 別 の 検 索

検 索 集 合

覧

論 理 演 算

画 面 索

面

検件条

画

検 索集 合 に対 す る論 理 演 算

特定 集 合 の タイ トルー 覧 表 示

特定検索集合に対する条件検索

特 定 検索 集 合 の タイ トル選択 に よ る内 容 表 示

※ は ウ ィ ン ドウを表 す。

図4-18検 索の流れ
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(1)検 索集合一覧

検索集合一覧 は、検索キーワー ドを個別に検索す る一次検索や、検索集合 同士での論理演算 や特定

の検索集合に対す る絞 り込み検索 といった二次検索 の結果作成 された検索集合 と検索件数を表示する。

一連 の検索手続 きは
、検索集合一覧 を起点 に して行 う。検索集合一覧 を表示す るダイアログボ ック

スは次のとお りである。

settable

臼 second 口 固

図4-19検 索 集 合一 覧 ダイ ア ログボ ック ス

上 記 リス トボ ックス に表 示 されて い るの は、検索 集合番 号、検索 集 合名(入 力時 の キー ワー ドまた

は論 理式)、 検索 件数 で あ る。 「/1A2000」 の場合 は、「/1」 が検索 集 合番 号 、 「A」 が検 索 集

合名 、「2000」 が2000件 を意 味 して い る。

初 期 の表 示 は、入 力 したキ ー ワー ドを個 別 に検索 した結 果 が表示 され る。 検索 自体 は、和訳 され た

キー ワー ドで行 わ れ るが 、検索 集 合名 には、検索 キー ワー ド作成 機能 体験 で作成 した キー ワー ドを そ

の まま表示 す る。 したが って、 検索集 合 名 は、通常 、英 語 で表示 され る。

各 ボ タ ンの機能 は、次 の とお りで あ る。

①lojic

論 理 演算 ダイア ログボ ックスに処理 を移 す。

②second
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選択 した検索集合を絞 り込むための絞 り込 み検索 ダイアログボ ックスに処理 を移す。

③OK

選択 した検索集合のタイ トルの一覧を表示す るためのダイア ログボ ックスに処理 を移 す。

④cancel

基本 ウ ィン ドウに戻 る。

(2)検 索集合に対す る論理演算

和訳後 の検索キーワー ドで個別 に検索 すると、最大件数 が、キーワー ドの件数分の検索集合がセ ン

ター側に作成 される。 もちろん、 ヒッ トしなか った検索 キーワー ドの検索集合は、作成されない。ユー

ザが最終的 にデータを見 る段階では、 このような、複数 の検索集合 は、検索手続 き中、一 つに集約 し

ていかなければな らない。そのためには、検索集合同士 のANDやORの 論理演算を行えば、両方検

索集合の意を くんだ新 しい検索集合 が作成 される。特 に、ANDを 使えば件数を減 らすことができる。

検索集合 に対 して論理演算を行 うためのダイアログボ ックスは次のとお りである。

lojic

AllAND 闇 闇 口口闇

闇4-20検 索集合論理演算 ダイアログボ ックス
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検索集合の一覧を表示 した リス トボ ックスに下にある矩形の部分 に論理演算式を入力する。キーワー

ドか らで も、下のボタ ンをク リックして も論理演算式 を入力することがで きる。

各 ボタンの機能 は、次 のとお りである。

①ALLAND

検索集合一覧 に表示 されているすべての検索集 合のAND条 件 の式 を生成 す る。 この場合 は、

「/1AND/2AND/3」 となる。

②Set

検索集合一覧の中か ら一つ選択 して、 このボタ ンをク リックすると、 この検索集合番号 が表示 さ

れる。既 に式が入力 されている場合は、その式の後に追加 される。式 の入力状況が 「/1AND」 の

ときに二行 目を選択 しこのボタンをク リックすれば、「/1AND/2」 となる。

③AND

式にANDを 追加す る。式 の入力状況が 「/1」 のときにこのボ タンをク リックすれば 「/1AN

D」 とな る。

④OR

式にORを 追加 する。式 の入力状況が 「/1」 のときにこのボタンをク リックすれば 「/10R」

となる。

⑤OK

検索集合一覧の中か ら一つ選択 して、 このボタ ンをク リックすると、その検索集合内に記事 タイ

トルを表示す るためのダイアログボ ックスに処理 を移す。

⑥cancel

検索集合一覧 ダイアログボックスに戻 る。

以上①か ら④ が論理式を作成するための もので、⑤、⑥ は、処理 を制御するためのボタンである。

ここで、すべての検索集合のANDを とる一例 を示す。検索キーワー ドA、B、Cが あ り、 それが

個別 に検索 された結果、次のよ うな検索結果が得 られたとする。
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settable

国 second 口 cance1

図4-21'検 索集 合一 覧 ダ イ ア ログボ ックス

ここで、 ユ ーザが/1、/2、/3のAND条 件 の検索 結果 を得 た い とき、「lojic」ボ タ ンを ク リッ

クす る。 この と き、次 の ダイ ア ログ ボ ックスが表 示 され る。

lojic

AllAND 臼 回 口 口 閤

図4-22検 索集 合論 理 演算 ダイ ア ログボ ックス

こ こで、「ALLAND」 ボ タ ンを ク リックす る と、次 の よ うに 自動 的 に論 理 式 が生成 され る。
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lojic

AllAND 臼 口 口 口固

図4-23検 索集合論理演算ダイアログボ ックス

式 を確認 した ら、「OK」 ボタンを ク リックするとAND条 件 の検索 が開始 され、結果 と して、検

索集合一覧 のダイアログボックスに新 しい検索集合 が表示 される。

settable

口 second 口 闇

闇4-24検 索集合一覧 ダイアログボ ックス
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(3)特 定検索集合 に対す る条件検索

論理演算でかな り絞 り込 まれて いる検索集合 に対 し、検索条件を与えて、件数を さらに絞 り込 む必

要がある。本 プロ トタイプ ・システムでの対象 データベースは、新聞記事情報 であ るので、検 索条件

は、収録年月 日と収録媒体にす る。

条件 を入力するダイアログボ ックスは、次の とお りである。

日

田

■

口

■

口

MorningPaper

EveningPaper

図4-25絞 り込み検索ダイア ログボ ックス

このダイアログボ ックスでDATEは 、データの収録範囲でFROMか らTOま でを西暦で指定 す

る。MEDIAは 、データの収録媒体で コ ンボボックスとい う一種の リス トボ ックスか ら朝刊 とか夕

刊 が選択 できる。データの収録範囲 と収録媒体 の両者を同時に入力 した場合 は、AND扱 いにな る。

それぞれの入力規則 は、次 のとお りであ る。
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① デー タの収録範囲

・年 は西暦下2桁 を指定す る。

・FROMとTOの 両方 に入力があったときの検索範囲 は、次のよ うな関係式 になる。

FROM≦ 検索範囲 ≦TO

・年を指定 して月 日は指定 しな くて もよい。 この場合、その年がFROMに 入力 されていて、TO

が入力 されているときは、その年 の1月1日 とし、TOが 入力 されて いないときは、その年全 体

を範囲 とする。その年 がTOに 入力 されていて、FROMが 入 力 されてい るときは、 その年 の

12月31日 と し、FROMが 入力 されて いないときは、その年全体 を範囲 とする。

例)

一 団□□

口口口
〔検索範囲〕

1993年1月1日 か ら

1993年12月31日 まで

一 □■■

口口口
〔検索範囲〕

1993年1月1日 か ら

1993年12月31日 まで

一 回□■

口口口
〔検索範 囲〕

1992年1月1日 か ら

1993年12月31日 まで
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一回□□

口■口
〔検索範囲〕

1992年1月!日 か ら

1993年12月31日 まで

・年 月 を指定 して 日を指 定 しな くて もよ い
。 この場 合、 その年 月 がFROMに 入 力 され て いて、T

Oが 入力 され て い ると きは、そ の月 の1日 と し、TOが 入 力 され て いな い とき は、 その 月全 体 を

範 囲 とす る。 その年 月 がTOに 入 力 されて いて、FROMが 入 力 され て い ると きは、そ の 月 の 末

日 と し、FROMが 入 力 されて い ない ときは、 そ の月全体 を範 囲 とす る。

例)

一臼田■

口口口
〔検索範囲〕

1993年1月1日 か ら

1993年1月31日 まで

一■■□

〔検索範 囲〕

!993年1月1日 か ら

1993年1月31日 まで
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一回□□

口口口
〔検索範囲〕

1992年1月1日 か ら

1993年12月3!日 まで

一回目目

口口口
〔検索範 囲〕

1992年1月1日 か ら

1993年12月31日 まで

・デ ー タの収 録媒 体 の選 択 が あ った ときは、入 力 しないで もよ い。

② デー タの収録 媒 体

・デ ー タの収録 範 囲 が入 力 され て いる とき は入 力 しな くて もよ い。

ここで は、絞 り込 み検索 の一 例 を示 す。
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settable

臼 second 口 cancel

図4-26検 索集 合 一覧 ダイ ア ログボ ックス

ここで 「/4」 の検 索集 合 を絞 り込 み た い と き、 リス トボ ックスの4行 目を ク リック して 「second」

ボ タ ンを ク リックす る。

田 口 ■
田口 ■ 口

MorningPaper

EveningPaper

図4-27絞 り込み検索ダイアログボ ックス
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こ こで、 ユ ーザが、「1993年10月 の夕 刊 」 とい う条件検 索 を行 い た い と き は次 の よ う に入 力

す る。

掴
■
EveningPaper

MorningPaper

EveningPaper

図4-28絞 り込 み検 索ダ イア ログボ ック ス

ここで、 「OK」 ボ タ ンを ク リックすれ ば、次 の よ うに検 索結 果 が 出 る。

settable

　
　

　

つ
り

　

　
り

/

/

/

/

/

ユ

　

A

B

C

/

/

AND/2AND/3

ANDDATE=9310

2000

3000

50

30

AND

口 second 口 cancel

－73一



(4)特 定検索集合の タイ トルー覧表示

ユーザが、 これ以上検索集合の絞 り込 む必要がないと判断 した ら、絞 り込んだ検索集合 に含 まれて

いる記事 のタイ トルの一覧 を表示す る。 タイ トルー覧 は、内容を表示 したい記事を選択 するときに使

用する。 タイ トルー覧 ダイアログボ ックスを次 に示す。

TITLETABLE

図4-29タ イ トルー覧 ダ イ ア ログボ ック ス

検 索集 合一 覧 で内容 を見 た い検 索集 合 を検 索 し、「OK」 ボ タ ンを ク リックす る と上 記 ダイ ア ロ グ

ボ ック スが表 示 され る。

こ こで、 タイ トルを選択 して、「OK」 ボ タ ンを ク リックす ると内容 が表 示 され る。
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(5)特 定検索集合の タイ トル選択 による内容表示

タイ トルー覧 で選択 した記事の内容が、次のように ダイアログボックスに表示 され る。

neWS

図4-30内 容表 示 ダイ ア ログボ ックス

一連の検索手続 きの操作例 は次のようにな る
。

・ 検索 キーワー ド個別 の検索 の結果 に対 して論理演算 を行 う。

settable

回 second 闇 闇
ク リッ ク

図4-31検 索集合 一 覧 ダイ ア ログボ ックス
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・ 全 てのANDを とる。

10jic

AllAND 臼 口 口目 印
ク リ ック1

ク リ ック2

図4-32

・ 絞 り込 み検 索 を行 う。

検索集合論理演算 ダイアログボ ックス

settable

/1A

/2B

/3C

/4/1

2000

3000

50

30

臼 second 口 cancel

ク リッ ク2 ク リッ ク1

図4-33検 索集合一覧ダイアログボ ックス
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・ 絞 り込み条件を加 える。

DATE

FROM

TO

MEDIA

[
閂

[
山

91

91

EveningPaper

MorningPaper

EveningPaper

図4-34絞 り込み検索ダイアログボ ックス
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・ タイ トル表 示 を指示 す る。

settable

ユ

リ
ム

リ
む

　

に
り

/

/

/

/

/

ベ
ユ

　

A

B

C

/

/

AND/2AND/3

ANDDATE=9310

2000

3000

50

30

AND

■ secorld cancel

図4-35

ク リック2

検 索集 合一 覧 ダ イア ログボ ックス

ク リッ ク1

・ 記事1の 内容表示を指示す る。

TITLETABLE

記事1

記事2

記事3

ク リッ ク2 OK

図4-36タ イ トルー 覧 ダイ ア ログボ ック ス
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・ 内容を表示す る

neWS

記事1 93/10/10 P1

●

● ●

● ●

確認 して ク リック

図4-37内 容表 示 ダ イア ログボ ック ス
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4.5検 索 コマ ン ド生 成 機能

従来 の、 デー タ検 索 は、 ユ ーザ の判 断 で コマ ン ド入 力 し、検索 手続 きを進 めて きたが、本 プ ロ トタ

イ プ ・システム は、MS-Windowsの ユ ー ザ ・イ ンター フ ェー スを利 用 して、 コマ ン ド入 力 を しな く

て もよい形式 に して い る。

コマ ン ド入 力 は、 メ ニ ューや ボ タ ン ・コ ン トロー ル を マ ウスで ク リックす る操 作 が、 コマ ン ドのパ

ラメ ー タの入 力 は、 リス トボ ックスに表示 されて い る項 目を選 択 す る操 作 が、 そ れぞ れ、 ほぼ対 応 し

て い る。主 に使 用 す る コマ ン ドは、 日経 テ レコ ン ・コマ ン ド体 系 の 「FIND」 コ マ ン ドと 「SHOW」

コマ ン ドで ある。

(1)コ マ ン ドの構文

「FIND」 コマ ン ドは、 検索 を行 う機 能 を もち、「SHOW」 コマ ン ドは内容 を表 示 す る機 能 を もつ。

使 用 しな いパ ラメ ー タを排 除 した構 文 は次 の とお りで あ る。

① 「FIND」 コマ ン ド

〔構 文〕

FIND 検索式

〔検索式の構文〕

関係式

㌫ 丁
〔関係式の構文〕

検索集合番号

検 索 キ ー ワ ー ド

DATE=

MEDIA=

日付指定一
媒 体 コー ド
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〔日付指定のパ ターン〕

・年指定YY(西 暦下2桁)

・年月指定YYMM

・年月 日指定YYMMDD

〔媒体 コー ド〕

・日経4紙

(日本経済新聞、

・日本経済新聞朝刊

・日本経済新聞夕刊

・日経産業新聞

・日経流通新聞

・日経金融新聞

NKS

日経産業新聞、 日経流通新聞、 日経金融新聞)

NKM

NKE

NSS

NRS

NKS

② 「SHOW」 コマ ン ド

〔構 文〕

SHOW 出力形式 検索集合番号一
〔出力形式〕

・見出 し一覧P1

・記事本文 出力P3

(2)検 索 キ ー ワー ドの個別 検 索

ユ ーザが最初 に行 う検索 は、検 索 キ ー ワー ドによ る検索 であ る。検 索 キ ー ワー ド作成 支 援体 系 で作

成 した検索 キ ー ワー ド(英 語)を 和 訳 した もの での検索 で あ る。 本 プ ロ トタイ プ ・シス テ ムで は、 後

で行 う複数 検索 集 合 の論理 演 算 を 自由に行 うために、複数 の和 訳 したキ ー ワー ドに対 して 、1同 ず つ

検 索 を行 う。例 え ば、和訳 後 の キ ー ワー ドがJ1、J2、J3、J4、J5の5件 あ る ときは、

FIND

FIND

FIND

FIND

FIND

Jl

J2

J3

J4

J5

を連 続 して発行 す る。 この場 合 、1回 、1回 、検 索 が ヒッ トしたキ ー ワー ドの検索 集 合 が作成 され る。
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すべ て、検索 が ヒッ トした と きは、/1、/2、/3、/4、/5、 とい う5件 の検 索集 合 が作成 され、 あ

との論理 演 算 の と きにそ のま まの記 号 で使用 され る。

(3)検 索 集 合 同士 の論理 演算

和 訳後 の検 索 キー ワー ドJ1、J2、J3、J4、J5を 個別 に検 索 した ときに作成 され る検索 集合/!、/

2、/3、/4、/5は 、検索 手続 きを進 め て い く上 で、!つ の検索集 合 に集 約 して い くことにな る。 通

常 は、す べ ての検 索集 合 に対 してANDを と る。 この場 合、

FIND/1AND/2AND/3AND/4AND/5と い う構 文 にな る。 言 葉 にす る と、

「キー ワー ドJ1、J2、J3、J4、J5全 て を もっ記事 を検索 す る」 また は 「検 索集 合/1、/2、/3、/4、

/5全 て に存 在 す る記 事 を検索 す る」 とい った表 現 に な るだ ろ う。

しか し、 も し/2と/3が/1の 関連語 で あ る場 合 の よ うに、単 純 にANDを と る こ とが適 当 で な

い とき(検 索集 合/1、/2、/3、 だ けは、ORを と りた い)は 、次 の よ うな構文 も考 え られ る。

FIND/10R/20R/3AND/4AND/5

とい う構 文 にな る。言 葉 にす ると、「検 索集 合/1、/2、/3を 合 わ せ た集 合 と/4、/5に 共 通 に存

在 す る記 事 を検索 す る」 とい った表 現 に な る。

(4)特 定検索集合に対する条件検索

検索集合同士 の論理演算の結果、/6と いう新 しい検索集合が作成 された とす る。 この とき、検索

集合/6に 含 まれる記事 の件数 がまだ多い ときは、再度絞 り込 まなければな らない。記事 を絞 り込 む

ために与 える条件 は、収録 日付 の範囲 と収録媒体の種類(新 聞の種類)で あ る。絞 り込み検索 の構文

は、次 のようになる。

① 日付 で絞 り込 む例

FIND/6ANDDATE=9310

(1993年 ・10月に掲 載 された記事 だ けを検 索 す る)

② 媒体で絞 り込む例

FIND/6ANDMEDIA=NKE

(日経の夕刊 に掲載 された記事 だけを検索する)

この よ うな、条件 検索 を繰 り返 す ことに よ って、 ヒ ッ ト件数 を絞 り込 む。

(5)タ イ トルの表 示 と内容 の表 示

デー タベ ー スの ユ ーザ は、欲 しい情 報 を速 く手 に入 れ る ことが 目的で あ る。す な わ ち、 自分 が見 た
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い新聞記事を見 ることが検索の最終的な目的 ということになる。特定検索集合に対する条件検索をユー

ザが納得がい くまで繰 り返す ことによって得 られた検索集合の内容を見たいとき、集合に含まれて い

る記事の タイ トルをすべて表示 し、その中か ら見たい記事 のタイ トルを選択するとい う手続 きが行 わ

れ る。

ユーザは、最終の検索集合か ら記事の内容を見 るまでに、 タイ トルの表示、内容の表示 とい う2段

階のコマ ン ドの発行を行 うことになる。 タイ トルの表示 と内容の表示 は、意味 は違 うが、同 じ 「SHO

W」 コマ ン ドを使用する。

例 え ば、最終 的 に/7と い う検索 集 合 が作成 され た とき、 タイ トル表 示 の構 文 は、次 の よ うにな る。.

SHOWP1/7

P1は 、 タイ トル出力 を指 示 す るパ ラメ ー タで あ る。

そ の結果 、

言己事 タイ トル1

記 事 タイ トル2

言己事 タイ トル3

の3件 の タイ トルが得 られ た とす る。 ユ ー ザ は、 この中 か ら内容 を見 た い記 事 を選択 す る ことになる。

ここで、「記事 タイ トル2」 の 内容 を見 たい と きの構 文 は、次 の よ うにな る。

SHOWP3/72

P3は 、内容 出力 を指 示 す るパ ラメ ー タで、「2」 とい う番号 指 定 は、 記 事 タイ トル の2番 目 と い

う意 味 で あ る。',

4.6通 信制 御機 能

オ ンライ ン ・デ ー タベー ス ・サ ー ビスを利 用 す る うえ で通 信 は必要 不 可欠 で あ る。通 常 は、パ ソ コ

ンで通 信 ソフ トを稼 働 させ て検索 を行 う。 本 プ ロ トタイ プ ・シス テム は、 ユ 「ザ ・イ ンター フ ェー ス

に重 点 を置 いて い るので、Ms-windowsを 採 用 して い る。Ms-windowsア プ リケ ー シ ョンに も通 信

ソフ トは、 い くっ かあ り、 その ま まで も利用 で きる。 しか し、本 プ ロ トタイプ ・システム は、キー ワー

ド作 成 支援 機 能 も含 んで い るの で通信 機能 を内蔵 す べ きであ り、 しか も、通 信 ソ フ ト並 み の機 能 が要

求 され る。

MS-Windowsで 通信 をサ ポー トす る こ とは、簡単 で はな い。通 信 は、 パ ソ コ ンの シ リアル ポ ー ト

に モデ ムを接 続 して、行 わ れ る。特 に、受 信 デ ー タは、転 送速度 が フ ロ ックス ビー ドに比べ ると遅 ぷ

いつ デ ー タが着信 す るか分 か らな い。通 信 は、割 り込 み 制御 な の で 、MS-Windowsア プ リケ ー シ ョ

ンよ り処理 が優先 され る。 しか し、MS-Windowsは 、複数 ア プ リケ ー シ ョ ンが 同 時 に実 行 で き る

とい う構造 原 則 が あ る。受信 デ ー タの チ ェ ックを単 な るルー プ構造 にす る と他 の実行 中 の アプ リケ ー

シ ョ ンの処 理 が停止 して しま う。 こ う した問題 を解 決 す る ため に、MS-Windowsの タ イマ ー制 御 を
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使用 す るのが一 つ の方法 で あ る。 タイ マ ー制 御 とは、指定 した間 隔(通 信 の場合 は0.1秒 程 度)に1

度 アプ リケ ー シ ョンにメ ッセ ー ジを返 す機能 で ある。 す なわ ち、 タイ マー の メ ッセ ー ジが帰 って くる

タイ ミングで受信 デ ー タ,のチ ェ ックを行 い、他 の アプ リケー シ ョンに迷 惑 を か けな い とい う思 想 で あ

る。 こ う した思 想 で、 デー タベー ス検 索 で の受信 を行 う。 ま た、通 信 ソフ トに もあ る機 能 で、 オ ー ト

パ イ ロ ッ ト機 能、通 信条 件設 定 機能 を用 意 して い る。

(1)オ ー トノNOイロ ッ ト]幾倉旨

オ ー トパ イ ロ ッ ト機 能 は、 回線 の接続 か らデ ー タベ ー スの検索 を開始 す るまで の間 を 自動 運 転 す る

機 能 で あ る。 ユ ー ザが入 力 す る部分 は簡 易 ファイル に納 め られ て い る。

処 理 の流 れ は、 次 の とお りで あ る。

①DCB(デ ー タ ・コ ン トロール ・ブ ロ ック)作 成

通信 条件 設定 機 能 で入 力 され て い る通信 条件 をDCB(デ ー タ ・コ ン トロール ・ブロ ック)に セ ッ

トす る。

② モ デ ムの初 期 化

ATコ マ ン ドで モデ ム を初 期化 す る。

③ 回線 の接 続

ATコ マ ン ドに電話 番 号 を付加 して送 信 す る。

④ ロ グイ ン

ログイ ン名 、パ ス ワー ド、 チ ャー ジ ・コー ドを簡易 フ ァイ ルか ら取 り出 し送信 す る。

⑤ デー タベ ー ス ・メニ ュー の選 択番 号入 力

デー タベ ー ス独 自で オ ン ライ ン表 示 す るメニ ューの選択 番 号 を簡 易 フ ァイルか ら取 り出 し送 信

す る。

簡易 フ ァイル に は、本来 、通 信 ソ フ トウェア を使 用 したデ ー タベ ー ス検索 処理 で は、手 で 入 力 す る

項 目を テキ ス ト形 式 で格 納 して い る。

② 通信条件設定機能

データベースによって、1秒 間に転送で きる情報量の差 や、 コー ド体系 の違 い等、通信 に関 す る情

報 をフ ァイルに格納する機能である。 ここで扱 う項 目は、次 のとお りである。

① セ ンター名

② 電話番号

③ コメ ント

④ 簡易 ファイル

⑤ リダイアル回数
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⑥ リダイ アル間 隔'

⑦ 転 送速 度

⑧ キ ャラ クタ長

⑨ ス トップ ビッ ト

⑩ パ リテ ィ

⑪Xon/Xoff制 御

以上 の よ うな、情報 を、 ダイ ア ログボ ックスか ら設 定 し、 フ ァイルに格 納 す る。 これ らの情 報 は、

オ ー トパ イ ロ ッ ト機 能 の実行 して い ると きにDCB(デ ー タ ・コ ン トロー ル ・ブロ ック)に セ ッ トさ

れ る。
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5.実 用 システム に向 けて の課題

本課 題 で、作成 した プ ロ トタイ プ ・シス テム は、 「海 外 運用 システ ム」 と名 乗 って いて 、 海 外 か ら

わが 国 のデ ー タベ ー スを検 索 す る ことを 目的 に して い るが、今 後 の システ ムの拡張 によ って は、 わが

国か ら海外 の デ ー タベ ー スを検索 す る こ と も可 能 で あ る。 また、 日本 語、英 語以 外 も利 用 で き る可 能

性 が あ る。 これ は、本 プ ロ トタイ プ ・シ ステ ムが ウ イ ン ドウズ ・ア プ リケ ー シ ョンであ る点 が大 きく、

関 連 アプ リケ ー シ ョ ンを追 加 す ること もで き る し、画 面 や メ ッセー ジな ど視 覚 に訴 え る部分 の修正 が、

ア プ リケー シ ョ ンの プ ロセ ス部 分 か ら独 立 して い るので比 較 的容 易 で あ る。 本 プ ロ トタイプ ・シス テ

ムを便 利 な検 索 サ ポー ト ・ツー ルにす るため に、次 の切 り口か ら実 用 システ ムに向 けての課題 を考 察

した。 それ は、 ハ ー ドウ ェア、 ソフ トウ ェア、 デ ー タベ ー ス の現 在 状 況 及 び将 来 に っ い て検 討 した

「外 的環境 に関す る課題」、 シ ステ ム自身 の機 能 にっ いて検討 した 「シ ス テ ム的 な課 題 」、 其 日内部 シ

ソー ラスの 内容、拡 張性、 用途 にっ いて検討 した 「内部 シ ソー ラス にっ い ての課 題」 で あ る。

5.1外 的環境 に関す る課 題

現 在、 パ ー ソナル ・コ ンピュー タは、大 き く分 けて二 つ の潮 流が ある。一つ は、IBM-PCか ら始 まっ

たMS-DOSを 基 本OSと したDOS系 マ シ ン勢力 、 も う一 つ は、 ア ップル社 の マ ッキ ン トッシュの勢

力 で あ る。 マ ッキ ン トッシュ系 のマ シ ンは、初 め か ら、GUI(グ ラフ ィカル ・ユーザ ・イ ンター フェー

ス)を 基 本 と したOSで 画 面上 の アイ コ ンを マ ウ スで ク リックす る ことで動作 し、ユ ー ザ ・イ ン ター

フ ェー スに非常 に優 れて い る。 しか し、 ア ップル社 の マ シ ンで しか プ ログ ラム は動 か な い。 オ ブ ジ ェ

ク ト互 換 性、 デ ー タ互 換性 が と もにな い。DOS系 の マ シ ンは、別 メ ー カーの互 換機 が台 頭 して きて

い る。

本 プ ロ トタイプ ・シ ステム で使 用 す るハ ー ドウ ェアは、DOS/Vが 標 準 で あ る海 外 製 の パ ー ソナ

ル ・コ ン ピュー タで あ り、低価 格化 が も っと も進行 して い る。 オ ー プ ン化 が既 にUNIXの 代 名 詞 と

い う時代 で はな くな り、価 格 の低 いパ ー ソナル ・コ ン ピュー タ上 でWINDOWSを 稼働 して も充 分 実

現 で きる よ うに な った。ハ ー ドウ ェア、 ソ フ トウ ェアの高性 能化 に よ り、 メモ リ容 量 の問題 、 デ ィス

ク容量 の問題、実 行速度 の問題 な どの心 配 が な くな って きて い る。反対 にユ ーザ の立場 か らは、 選 択

す る幅 が増 えた と言 うことで、ハ ー ドウ ェア と ソフ トウ ェアの コーデ ィネ イ ト能 力 が重要 な位 置 を 占

めて きた と言 え るだ ろ う。

次 に、 わが国 の オ ンライ ン ・デ ー タ通 信 サ ー ビス産業 の問題 に も触れ なければな らない。民 間が デー

タベ ースを構築 す る際 に は、経 済性 が最 優 先 され る。 そ のた め に、 コス トに見合 わ な いか らとい って、

必 要 と思 わ れて も構 築 され な い デー タベ ー ス も数多 いので はな いだ ろ うか。 公共 的 に も必 要 あ る と思

わ れ るデ ー タベ ー スは、政 府 が政 策 的 な助 成 を す る方 針 を と って い るが、 これが商 業 ベ ー スにの る保

証 は ない。 また、ユ ーザ側 も、 デ ー タベー スか ら得 られ る情報 の価値 基準 が は っ きり して いな い。 こ

の よ うな背景 か ら、現在 、わ が国 の デ ー タベ ー ス ・サー ビス産 業 は、普及 の状況 、情報 の質 と量 、 検
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索 の仕 組 み、価格 な ど、 どれ を と って もア メ リカに遅 れ を と って い る。 特 に価格 につ いて は、非 常 に

深刻 で、 い くらハ ー ドウ ェアや ソ フ トウェアの低価 格化 が進 ん で も、 肝心 のデ ー タベー ス使 用料 が 高

けれ ば、意 味が な くな る。今 後 の デ ィス トリビュー タの コス ト削減 の努力 が待 たれ る と ころであ る。

5.2シ ステ ム的 な課 題

現 在 の デ ー タベ ー ス ・サ ー ビスの ほ とん どが、通 信 ソフ トウ ェアに よ るオ ンライ ンの メニ ュー選 択

と コマ ン ド入 力 の混在 型 で あ る。MS-Windowsの アプ リケ ー シ ョ ンの役 割 は、 メ ニ ュ ーを選 択 す る

行 為 と コマ ン ド入 力 す る行為 を ダイ ア ログボ ックスで行 う。 す なわ ち、 ユ ーザの操 作 が介入 す る部 分

を可 能 な限 りマ ウスの ク リッ クで行 い、 キ ーボ ー ド入 力 は、単語 入 力程 度 の最 小 限 に とどめ る と い う

考 え方 で あ る。 これ らを、踏 まえ て、MS-Windows上 で稼働 す る た め に作 成 した ア プ リケ ー シ ョ ン

の開発 の問題 点 と シス テ ムの今後 の方 向性 につ いて考察 す る。

(1)通 信 の制御

MS-Windows用 の通 信 ソフ トウ ェア は、市販 されて い るが、 デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビス を使 用 す る

場 合、検 索 の手続 きに従 って、操 作 を選 ん で い くの で、 す べ て が手 入 力 に な り、MS-DOS用 の通 信

ソ フ トウ ェアの操作 と変 わ らな い。 しか し、 コマ ン ドの入 力 は、 あ る程度 デー タベ ー スの ホス ト側 の

機 能 を限 定(使 用す る コマ ン ドを最 小 限 にす る)す れ ば、 ダイ ア ロ グボ ックス のボ タ ンを マ ウ スで 選

択 す る方 法 が コマ ン ド入 力 の代 わ りにな り、 ユーザ にとって も使 いやす い。 したが って、MS-Windows

操 作性 を充 分利 用 す るた め に は通 信制 御機 能 を内蔵 した形 態 の シス テムを構築 す るべ きで あ ろ う。

② コマ ン ドの 自動 生成

本 課 題 で開発 した システ ム は、 プ ロ トタイ プ.・シス テムの立 場 か ら対 象 とす るデ ー タベー スを一 つ

に して い るが、 ユ ーザ は、複数 の デー タベ ースを利用 す る ことが想定 され る。

どの、 デー タベ ース も検索 の考 え方 は、似 てい るが、検索 コマ ン ドと検索 手続 が微 妙 に異 な って い

る。通 信 ソフ トウェア は、簡 易 フ ァイル を カス タマイ ズす る こ とで ログ イ ンまでの コマ ン ド入 力 の 自

動化 が 可能 だ が、 デー タベ ー スを検索 す る段 階 にな る と、 ユ ーザ独 自の判 断 が必要 な場面 が多 くな っ

て くる ため、デ ー タベ ー ス毎 に異 な った作 り方 を しなけれ ば な らな い。外 に見 え る入 出力 のイ ン ター

フェイ スを とる部 分 は、 そ れ ぞれ の デー タベー スの特 長 で あ るデ ー タ ソー スの種 類 によ って変化 す る

し、 内部 的 な コマ ン ド生成 は、 コマ ン ド体系 によ って変 化 して くる。 また、 デ ー タベ ー スによ って は、

ホ ス ト側 の設 定 を コマ ン ド入 力 によ って行 え る もの が あ る。 この場合、ユーザが どの よ うな設定 を行 っ

て い るか を判 定 す る こ とは、非常 に難 しい。

この よ うに、複数 の デ ー タベー スの相手 をす る ときの拡張 性 が これ か らの課題 で あ る。
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(3)今 後 の方 向性

本 プ ロ トタイプ システ ムは、DOS/V、MS-Windows環 境 上 で 開発 してお り、AT互 換 機 やPC98

系 の ハ ー ドウ ェアを対象 と して い る。 これ らは、世 界 的 な シ ェアを もちく今 後、 ます ます高 性 能 化 、

低価 格 化 が進 む ことが期 待 され る。実 際 、 ここ1、2年 の間 に発 売 され たAT互 換機 は、 処 理 速 度 の

高速 化(CPUの バ ー ジ ョンア ップ)、 メ モ リ容 量、 デ ィス ク容 量 の大容 量 化 に は、 目を見 張 る もの が

あ る。 また、従 来 の、 デス ク トップ型 パ ー ソナル ・コ ンピュ ー タの他 に ノー トブ ック ・パ ー ソナ ル'

コ ンピュー タも普及 して きてユ ー ザの好 み に よ り色 々 な組 み合 わ せが可 能 にな った。

ソフ トウェ ア面 か ら見 る と、MS-Windowsを 使 用 して い る の で他 のWindowsア プ リケ ー シ ョ ン

と併 用 して使用 す る ことが で き る。 この こ とか ら、検 索結果 の デー タを ワー プ ロ ・ソフ トや表計 算 ソ

フ トさ らに は機 械翻 訳 ソフ トで扱 う ことがで き るよ うにな る。

現 段 階 で は、 扱 う検 索結 果 デ ー タ は、 テ キ ス ト・デ ー タだ が、将来 的 に は、 デ ー タが マル チ メ デ ィ

ア化(画 像、 音声 、動 画等)に 向 か うこ とが予 想 され、MS-Windowsの 特 長 で あ るGUI(グ ラ フ ィ

カル ・ユ ーザ ・イ ンター フェイ ス)を 高度 利 用 した形態 が実 現 す るこ とにな るだ ろ う。
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〔シス テムの将来像〕

端末機(AT互 換機)

MS-DOSV5.0以 上

MS-WindowsV3.1以 上

デ ー タベ ー ス

検 索 シス テ ム

検索結果

将 来

表計算 ソフ トウェア

日英翻訳 システム

編集結果

ファイル 出力

図5-1シ ステムの将来像
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5.3内 部 シソ ー ラ スにつ いて の課題

本 プ ロ トタイ プ シ ステ ムで採用 した某 日シ ソー ラス ・パ イ ロ ッ ト・モ デル は、次 の条 件 で作 成 され

て い る。

・ 英語 と 日本 語 は1対1で あ る
。

・ アル フ ァベ ッ ト順検 索 で きる
。

・ 階層順 に検 索 で き る。

・ 用語 に含 まれ て い る単語 で検 索 で きる
。

通常、ユーザは階層順 に統制語を整理 して掲載 しているデーベース別の冊子体 シソーラスを見なが

ら、キーワー ドを入力 している。 したが って、 シソーラスの用語 は、上位概念語 か ら下位概念語 を階

層順 に検索する方法が一般的であろ う。 こうした、階層構造 は、カテゴリー別 に分類 しているので上

位概念語を外 して しまった ら、目的の用語を探 し出す ことがで きない。 このようなときの補完機能 と

して、用語のアル ファベ ッ ト順検索、用語 に含 まれてい る単語の アルファベ ッ ト順検索 を用意 してい

る。 しか し、データ検索の専門家は、検索 コス トを安 くす るとか、必要な情報を正確に取得するといっ

た観点か ら、色々なアプローチを用意 していると思われる。多角的な検索を実現す るには、某 日シソー

ラスは、まだ改善 の余地 がある。

将来 的な改善点 と して、次のような方 向が考え られる。

・ 英語 と日本語の関係 は
、1対1だ けでは無 く、1対 多、多対1も あ る。 また、 日本語 に有 り英

語 に無い概念、英語 に有 り日本語 に無 い概念がある。 この問題 をどこまで解決で きるか?

英語以外の外国語対応。

・ 現在、 日本語 シソー ラスを英訳 しているが、海外 ユーザか ら見れば、自国のデータベースの シ

ソー ラスを基軸 とした内部 シソー ラスが欲 しいのではないか?

・ 用語の利用頻度 の統計 をとり、 ほとんど使われない用語 にっ いての存続 を検討す る機能を用意

す る必要があるので はないか?

わが国のデータベースは、半角 カタカナのキーワー ドで検索す るものが、まだ多 いのでカ タカ

ナ変換機能を追加す る必要が出る。

5.4プ ロ トタイプ ・システム の評価

本課 題 で作 成 した プ ロ トタイ プ ・シス テムの特長 は、英 語 圏 の ユ ーザが 日本語 デー タベ ー スを利 用

す るた め の便 宜 を図 った と ころ にあ る。通常 の デー タベ ー スの利 用 法 は メニ ューの選 択 また は コマ ン

ドを入 力 す る ことによ り行 わ れ る。以下 に、「海外運 用 シ ステ ム調査 研 究 委 員 会 」 等 で議 論 さ れ た こ

とにっ いて記 す。
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(1)キ ー ワー ドの作 成及 び変換 に つ いて

キー ワー ドの新 規 入力 は、 コマ ン ド入 力 と同 じな ので、当初 は、利 用頻度 が低 い こ とを想 定 して い

たが、実 際 の海外 ユ ー ザ は、 タイ プ ライ タを使 い慣 れて い る人 々が多 い こともあ りコマ ン ド入 力 に対

して の違 和感 はな い。 この こ とか ら検索 キ ー ワー ドの新規 入 力 は もっと重要 視 しな ければ な らず、 現

段 階 よ り自由 な入 力 が必 要 とな って くるこ とが分 か った。 た とえば、 エ デ ィ ッ ト ・コ ン トロール上 で

ホ ワイ トボー ドに字 を書 くよ うな入 力 がで き、そ の上 で複 写 、切 りと り、貼 り付 け等 の編 集 を行 う と

い った環 境 が望 ま しい。但 し、操 作 の流 れ と して、 この こ とが適正 か ど うか は、今 後 の研 究 課 題 で あ

る。新 規入 力 の他 の検 索 キー ワー ド作成 は、 アル フ ァベ ッ ト順 の検 索、上位 概念 語 か らの検 索 、 単 語

に よる検 索 が あ る。 これ らは、冊 子体 の某 日シ ソー ラスの編集方 法 に合 わせ た もの だが、 ダイ ア ロ グ

ボ ック スか らデ ー タを検 索 す る仕 組 み は、 あ ま り存在 しな い もので、一 つ の提 案 と して は価値 の あ る

もの だ と思 われ る。英 語 キ ー ワー ドの 日本語 変換 は、現 在 、見 たい と きに見 れ る状態 に あ るが 、 常 時

表示 されて い た方 が いい と言 う意 見 が多 か った。

(2)検 索 につ いて

第一段階では検索キー ワー ド毎 の検索を行 い、第二段階で は、検索集合 の論理演算 を行 い、最後 に

日付や メディア等 の条件検索 を行 うという、一連の検索 プロセスは、 コマ ン ド入力で行 う検索 をほぼ

カバー している点 にっいては、それほどの意見や要望 はでなか ったが、将来的に、質問の意味 を解析

して質問式 を自動生成 す るといった、一括検索モー ドの考 え方 にっいて も研究すべ きだ ろう。

(3)通 信 につ いて

本 プロ トタイプ ・システムでは、通信状況を表示 しないで通信を行 っていた。外的要因 による障害

の確率が高 い通信 は、状況 をモニタ リングする機能が必要で はないか との意見が多か った。

なお、本格的な評価 にっいては、近 い将来予定 している、在 日外国人 による試験使用の結果及 び海

外の展示会で のデモ ンス トレーションの結果を待 つことになる。
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6.お わ りに

わ が国 の オ ンライ ン ・デ ー タ通 信 サ ー ビス産業 は、 不況 の現在 も拡 大 傾 向 に あ る。 しか し、 わが 国

程 の経 済規 模 が あれ ば もっと普 及 して い て も不思 議 で は ない。 そ の一 例 と して 「デ ー タベ ー ス 白書1

993」 に次 の よ うな表 が掲載 されて い る。

表6-1[デ ー タベー ス ・サー ビス市場規模の国際比較(1991年)]

国 ・地 域
デー タベ ー ス売上 高(億 円)

※1ド ル125円 換算

1人 あた りの利 用額(円)

※1ド ル125円 換算

アメ リカ(含 む カナダ) 12,761 5,050

日 本 2,160 1,743

イ ギ リ ス 2,157 3,760

フ ラ ン ス 613 1,074

ド イ ツ 482 607

西 ヨー ロ ッパ 合 計 4,451 1,292

わが国のデー タベース産業 の売上高 は、上記 の表 のとお りアメ リカ(含 むカナダ)に ついで2位 だ

が、およそ6分 の1に す ぎない。また、売上高でわが国 より下 回るイギ リス も1人 あた りの利用額 は

大 きく上 回 っている。 フランスに して も売上高 の割 には、1人 あた りの利用額が多 い。 このこ とか ら

も、データベースが国内での普及状況が欧米 と比較 して よ くないと思われる。

海外か らわが国のデータベースを利用す ることになると、国内の普及不足 に加 えて、データベース

の内容が 日本語 ということが余計 に普及の阻害要 因にな っている。

現状で は、 日本 の情報を求めている海外ユ ーザで 日本語を理解 できる人 は少数派であ るが、欧米 で

の日本語学習熱 や機会増加がみ られることか ら、今後 日本語 を理解す る海外 ユーザが増加す るもの と

思われる。 この認識 をもとに本 プロ トタイプ ・システムでは 「日本語 を理解で きる海外 ユーザを対象

としている。 しか し、 これ らのユーザは、検索結果 は理解で きて も、その検索結果 を得 るまでの過程

で入力す る検索条件の 日本語入力(こ とによ った ら半角 カ タカナ入力)と い うことになると、利用 に

は、かな り消極的になるに違 いない。

欧米 アル ファベ ッ ト文化圏で育 ってきたコ ンピュー タ文化 に日本語 という異質な コンピュータ文化

を取 り入れ るために本課題 のプロ トタイプ ・システムは、「キーワー ドの英語入力」という観点に絞 っ

た開発を した。
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端末機 をDOS/Vパ ー ソナル ・コ ンピュ ー タに したの は、

・海 外製 の ものが使 え る

・ソ フ トウェア依存 の 日本語 入 力 が で き る

・低 価格 であ る こ と

な どの理 由で あ る。MS-Windowsを 採用 した の は、 ユ ーザ ・イ ンター フ ェ ー ス を よ くす るた めで あ

ると と もに将来 の ア プ リケー シ ョ ン(翻 訳 ソ フ ト、DTPソ フ ト等)追 加 を想定 した もので あ る。

この よ うな、安 くて使 いや す いパ ー ソナル ・コ ン ピュー タ端末上 で本 課題 で作成 した よ うな、 バ イ

リンガル な検索 サ ポ ー ト ・ツー ルを利用 す る ことに よ り、 わが国 の デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス産業 の ま

す ますの普及 、振興 を期 待 した い。

6.1デ ータベ ー ス普 及 に 関 す る提 言

本 課題 で作 成 したよ うな検 索 サポ ー ト ・ツー ルが、二 つ の点 で弱 点 を抱 え て いる ことが判 明 して い

る。一 つ は、 デー タベ ー スサ ー ビス産業 の現在 の普 及状 況 で あ り、 もう一 つ は、各 デ ータベ ース ・'ディ

ス トリビュー タの コマ ン ド体 系 の変 更 へ の対 応 で あ る。本 課題 の 目的 は国外 の デー タベ ース ・ユ ー ザ

にわ が国 のデ ー タベー スを利 用 して もら うと ころに あ り、 さ らに突 き詰 めれ ば、わが 国 め デー タ ベ ー

スサ ー ビス産 業 の普及 振興 の一 助 とな る ことを念願 して い る。 この よ うな観 点 か ら、 わ が国 の デ ー タ

ベー ス産 業 お よび関連 す る産 業 に対 して以下 の よ うに提言 す る。

提言1.検 索 コマ ン ド体系の標準化

現在、データベースは、独 自の検索 コマ ン ド体系で運用 されている。 この ことは、扱 って いるデー

タの種類 も異 なることもあり、ある程度やむをえない部分 もあるが、 この ことが実現することにより、

① 色 々なデータベースを利用 したいという要望 も多 くなる。

② ゲー トウェイが利用 し易 くな る。

③ 操作性 のよい検索サ ポー ト・ツールの存在価値が上が る。

④ 初心者 が利用 し易 い土壌 がで きる。

等の効果が見込 まれ る。

実現する基準の一例 として次 の項 目を挙 げる。

① 検索操作の共通点 を可能 な限 り洗 い出す。

② ほとんどのデータベースの検索を可能にす ることを目指す。

③ 従来の検索 コマ ン ド体系 も残 す。

④ 特殊なデータを扱 うな どデータベースの性質上、検索手順が特殊な ものに関 しては、最低 限の

標準化にとどめる。
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⑤ データベースの個性 を損 なわない ことを考慮 に入れた標準化を行 う。

⑥ 国際標準 に則 った標準化 を進 める。

提言2.シ ソー ラスの標 準化

検索 コマ ン ド体系 と同様 に シ ソー ラス もデ ー タベ ース によ って異 な る。 この こと もユ ニザ を混乱 さ

せ る原 因 の一 つ にな って い る。検 索 キ ー ワー ドにす る用語 は、 同 じ意 味 で も分野 によ って は違 う表 現

を して い る もの もあ る一 方 、同 じ表現 で も分 野 によ って意 味 の異 な る用 語 もあるた め、何 らか の指 標

が必要 で あ る。現 状 での改 善策 と して は、 シ ソー ラスの標 準 フ ォーマ ッ トを作成 して、個 々の デ ー タ

ベ ース にお け る シソー ラスの構成 要 素 を標 準 化 す る とと もに、各 シ ソー ラ ス間 で類 義語 を相互参 照 で

きるよ うにす る等 が考 え られ る。 勿論 、従 来 のデ ー タベ ース独 自の統 制語 キー ワー ドは、残 して お い

て も構 わ な い。

また、 カ タカ ナのキ ー ワー ドしか受 け付 けな いデ ー タベ ースが あ るので、 これ も早 急 な改 善 が待 た

れ る。

提言3.通 信環境の整備

わが国 の デ ー タベ ー スの通 信 速度 は、回線 の事情 か ら2400bpsで も速 い方 で あ る。 欧米 で は、9600

bpsが 普通 で あ る。将来 デ ー タベ ー ス は、 な お一 層 の マ ルチ メデ ィア化 が進 む ことが予 想 され、そ の

た めに は、短 い時 間 に大 量 の情報 を流 さな けれ ば な らな い。現在 の回線網 か ら、21世 紀 を見 据 え た、

全 国光 フ ァイバ ー網 を構築 す る ことが重要 で あ る。 この よ うな、 イ ンフォメ ー シ ョン ・ハ イ ウェ イ構

想 は、 デ ー タベ ー ス ・サ ー ビス産 業 のみ な らず他 の産 業 の活性 化 および新 た な産 業 の発生 に も貢 献 す

る もので あ る と考 え られ る。ぜ ひ、政 府主 体 で この よ うな事 業 が行 わ れ る ことを期待 した い。

提言4.流 通 面

個 々の デー タベ ー ス ・デ ィス トリビュー タは、固 有 の検索 コマ ン ド体系 や情 報電送手順 を公 開 して、

自社 を含 あ複 数 の業 者 に検 索 サ ポー トツール を作 成 させ、 ユ ーザ に選 択 させ る ことが望 ま しい。 これ

によ って、操作 性 のよ い ものが 出て くれ ば、 コマ ン ド入 力 を嫌 って いた潜在 ユ ーザ層 が利 用 を 開始 す

る こ とが期待 され る。

デー タベ ース ・デ ィス トリビュー タ各 社 は、 デ ー タの質 、量 、価 格、 ス ピー ド、 サ ー ビス や利 用 法

の提 案 とい った ソフ ト面 で競 争 し、 ユ ーザ数 の拡大 を図 る ことが望 ま しい。
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6.2海 外運用 システム調査研究委員会

本課題 を実施す るにあた り、有識者によ る 「海外運用 システム調査研究委員会」を設置 し、海外の

データベースの事情、開発 プロ トタイプ ・システムへの要望、わが国データベースに対する注文など、

3回 に渡 って審議 した。プロ トタイプ ・システムは、当委員会での意見を重視 して開発 したもので あ

る。

第1回 平成5年9月14日 火曜 日

第2回 平成5年10月29日 金曜 日

第3回 平成6年1月20日 木曜 日

「海外運用システム調査研究委員会」名簿

長

員

員委

委

事 務 局

安 達 淳

窪 田 春 男

古 関 正 裕

白 岩 一 哉

鈴 木 実

高 浜 忠 彦

三 輪 眞木子

カテナ株式会社

学術情報セ ンター助教授

リソースシェア リング株式会社取締役

データベース技術部長

日本経済新聞社データバ ンク局研究委員

情報図書館RUKIT副 館長

財団法人 データベース振興セ ンター振興課長

カテナ株式会社常務取締役SI事 業本部長

株式会社 エポック リサーチ代表取締役社長
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